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1.序 論

本稿はこれまで高句麗語が 日本語に最も近いという仮説 と高句麗語の夫余系言語はツングー

ス諸言語 と姉妹関係 にあるとい う仮説について、「三国史記」地理志の巻35,37と 先行研究を

基にこれまで議論されてきた高句麗語の実態をより詳細に渡って探る。

高句麗語 と日本語 との親縁性は遠隔関係であるとい う漠然 とした理由とその証拠不足から

この二言語間の関係が明確に位置づけされてこなかった。そこで、まず この関係は遠隔関係で

あるのかどうかを基礎語彙と数詞で統計的数値も含めて検証し、この結論に基づき、日本語 と

の親縁関係 を更に論証 し、その親縁関係をより確実な形で主張するものである。 さらに高句麗

語がどの程度ツングース語族やオース トロネシア語族と親縁性があるかを基礎語彙 と数詞 との

対応で見てい く。

結論 として高句麗語はツングース諸語 との関係が希薄である為、その関係は地理的接触によ

る借用ではなかったかと考えられる。またオース トロネシア語族との関係は地理的に遠いが、

高句麗語 との基礎語彙で一致を見るものがいくつか見 られ、また 日本語との一致も文法事項に

おいても一致するものがあり、その同系性の判定は非常に難 しいが、少なくとも接触による借

用関係であると考えられる。

本来夫余系言語が中国大陸中南部または台湾付近から北上し殷語(中 国の殷(商)[紀 元前

1550年 か ら500年 間]の言語)、 チュルク系言語(cf.DungLyongYi1982)な どと接触 しな

がら、中国東北部、朝鮮半島の根元一帯に定着 して生 じたものである。その一方で前 日本祖語

は夫余系言語の時期に北上過程で分岐し日本列島へ先来する以前にもまた以後もオース トロネ

シア系言語 と接触 しそのまま定着して生じたと考えられる。

2.先 行 研 究 とそ の評 価

この節では系統関係を論 じた先行研究を中心にその他適宜上必要に応 じて重要であると思わ

れるものを取 り上げる。

2.1河 野 六 郎(1945)

河野は 日本と韓国の学者らが 「三国史記地理志」、巻35、37に …現れる高句麗の漢字地名の音

読みと訓読みか らその地名漢字を構成 していた単語 〔特に数詞〕の音と意味を割 り出 したもの

に対し、その単語、地名が果た して高句麗語を示しているのかとい う基本的疑問を投げかけ、

またその解釈には様々なものがあり、古代 日本語、中期朝鮮語、ツングース諸語、新羅語、百

済語に比較された単語か らその親縁関係があるのかどうかを疑問視 した。そのような疑問を持
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ちながらも、その対応語から高句麗語の周辺言語 との位置関係を推測 した。

当時の研究成果や言語学の発展状況か ら鑑み、河野の疑問は漠然 としたものであり、なん ら

具体的な疑問を呈しているのではないので、それに答えるべ くもな、丶。河野は高句麗語に関す

る基本的な研究をなし、その点では高 く評価できると思われるが、 さらにそれより積極的にそ

の形成過程や周辺言語 との関係づけを試みたことも評価 しうる。 しか しなが ら、より積極的な

形で具体的な比較がなされなかった点で惜 しまれる。

2.2李 基 文(1967;1972)

李は 「三国史記」から構築された単語について周辺の言語と比較を試みた。その結果から高

句麗語は新羅語、百済語 とは異なった言語であり、夫余系言語であり、ツングース系言語に帰

着すると結論付けた。具体的には高句麗語の単語40程 度を新羅語、百済語、古代 日本語、ツ

ングース諸語、古アジア語などと比較 し、その対応語を示 しているが、その中で特に古代 日本

語 と中期朝鮮語の対応語が多いことが 目立つ。具体的に示 した単語 との比較は非常に生産的で

あり、高句麗語の謎を解 く鍵の解明に寄与 した。

李(1967) ア ル タ イ 共 通 語

1

扶 餘 ・ 韓 共 通 語 1
1冨

1原 始 扶 餘 語 原 始 韓 語

i

原 始 日 本 語

高 句 麗 語 新 羅 語
1

古 代 日本 語

図2高 句麗語、新羅語、百済語、古代 日本語、ツングース諸語 との関係
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2.3村 山七 郎(1962、1963)

村山は上記の李 と同様に高句麗語の地名を 厂三国史記」巻35、37に より調べ、比較可能な

周辺言語の語彙を著した。村山説では高句麗語 と日本語の関係が最も近くその上位にこの両言

語の祖語があ りそれが新羅、百済などの韓系言語 とさらにその上位に祖語を持ち、その上位に

ツングース祖語 との共通祖語(東 部アルタイ祖語)が あるとする点が特徴である。

村 山(1963)
ア ル タ イ 共 通 語

i

東 部 ア ル タ イ 語
lll

原始韓系言語 倭 ・高句瞰 通[7qll先 ツ ングース語
1 ■ ■

新羅語 齬 尉台日本PA 原始高穰ll満 州・ツングース共通語
1 1 llI

朝鮮語 古代日本語
・高驪 語ll満 州語 ツング傭

図3高 句麗語、新羅語、百済語、古代 日本語、ツングース諸語 との関係

語彙の比較可能語数(下 記参照)か ら判断すると、高句麗語は古代 日本語に最 も近 く、中期

朝鮮語がそれに次ぎ、ツングース諸語がその後にきていること、そ して 日本語、中期朝鮮語に

共通 して同源語が見られるもの、日本語、ツングース諸語に共通 して同源語が見 られるものの

語数から判断しても、同じようなことが言える。 これは村山説を支持 しているように見える。

2.4清 瀬 義 三 郎(1991)

清瀬は河野説、李説、村 山説を概観 し、借用がこの語彙を比較可能にしているとし、系統関

係ではないと主張している。 しかしながら、下記で見るように、四つあるいはそれ以上の数詞

の類似は単なる偶然ではないことを示してお り、単に借用によるものとすることはできないと

考える。

2.5C.Beckwith(2002)

従来の基本的な主張は高句麗語 と同系と考えられる言語は日本語であるが、朝鮮語 との関係、

ツングース諸語との関係は同系関係であるとい うものである。 しかし、Beckwithは 、高句麗

語と日本語 との系統関係においては高句麗祖語が中国の呉、越のあった地域から北上し、中国

東北部に至ったとし、中期朝鮮語やツングース諸言語とは全 く異なる言語であり、古代 日本語

は高句麗語 と同系の言語であるとしている。従って、 日本語 も中国大陸中部から北上してきた

言語であ り、中期朝鮮語やツングース諸言語とは全く異なる言語であ り、古代 日本語に見られ

る中期朝鮮語やツングース諸言語のいくつかの語彙は接触による借用であると主張している。

実際にはBeckwithは 従来取 り上げられてきた高句麗語の単語よりも大分多い125程 度を拾

い上げ、そのうちの大部分が古代 日本語の語彙と比較できるとした。 しかしながら、その中に

は語がダブって記載 してあった り、語それ自体の読みが不明確であった りするものがあり、実
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際には比較できる語がだいぶ減ると考えられる(下 記参照)。

以上典型的な説を概観 したが、これまで網羅的に高句麗語の単語を検証してきたものはなく、

ただ単に単語を周辺言語 と比較 してきたものだけである。本稿では高句麗語の中から重要であ

ると思われ る基礎語彙や複数個の数詞を分析 ・比較 した。さらには周辺言語のみならず接触関

係があるだろ うと思われるオース トロネシア語族 との比較は本稿が最初のものである。

3.高 句麗 語 とは どん な 言語 か

これまで取 り上げられてきた言語資料を取 り上げ、

その内容の理解を深める。

どのように研究 されてきたかを概観 し、

3.1高 句 麗 語 に 関す る資 料

3.1.1「 三 国 史 記 」 地 理 志(1145年):巻35,37(言 語 資 料 面 か ら)

「三国史記」地理志の巻35,37に 高句麗語の地名からその漢字音の意味と音が理解できるが、

これについては従来多くの論文(新 村1916、1942;河 野1945、1957;李1961、1968、Lee

1963;愈1961;村 山1963;Miller1979;Kiyose1986;Beckwith2002)が 既に提出されて

いるので、ここでは巻35,37に 高句麗語の地名からその漢字音の意味と音について簡単に述べ

ておく。この資料の中でも巻37が 中心であり、巻35は 付随的に高句麗語の語彙の意味と音を

示 している。

「三国史記」地理志の巻35は すべて 「本高句麗語」の地名のみを列挙しており、巻37は そ

の冒頭に高句麗語地名を載せ、その後ろに百済地名などを同じ形式で列挙 している。その巻の

違いは前者が 「新羅」と明記 しているのに対し、後者は 「高句麗、百済」 と明記 している。従

って、巻37は 高句麗語 と百済語の基本的な文献であると考えてよい(cf.李1972:7-12)。

その理由は以下に述べる。まず巻37に 見 られる164の 高句麗地名が高句麗時代のものをその

まま記載 したものである蓋然性が高い。 これは例えば、

(あ)買 忽 一云 水城

(い)七 重県 一云 難隠別

この2例 は一つの地名 に対してそれぞれ二つの名称があることを示 しているが、(あ)に おい

ては 「買忽」(い)に おいては 「難隠別」が本名であり、それに対 して 「水城」「七重県」がそ

れぞれの漢字音である。つま り、一つの地名に対する二つの異なる名称であり、「買忽」 「難隠

別」の中の 「買」「難隠」が漢字音を利用 してその漢字(「水」 「七」)の読み方をそれぞれ伝え

ているものであり、「水城」「七重県」の 「水」厂七」がその意味をそれぞれ伝えているものであ

る。「買」が読みを 「水」がその意味を表していることは他の地名からも理解できる(巻37水

入県 一云 買伊県 など)。また地名の対応が一っ しかないと判断 される場合、例えば 「難隠」

が読みを 「七」がその意味を表 している場合、これは上記の地名 「七重県」を 「七」「重」「県」

の三つに分けられると考えられるが、その分け方の信憑性には問題はない。 この場合(「 七」)
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にはその強力な傍証 としてツングース諸語の 「七」を表すnadanや 古代 日本語のnanaが 比較

でき、この酷似す る語の存在は非常に重要である。

一般的に一つの地名 に対 して二つの名称が与えられているときにはそれらの漢字がその地

名の読み と意味を表 していると考えられる。上述のように地名から語の読みと意味が抽出でき

るが、この点では従来から言語学者の意見の一致を見ている。

3.1.2「 三 国 志 」 魏 志 東 夷 伝(歴 史 事 実 面 か ら)

従来 「三国志」魏志東夷伝(い わゆる 「魏志倭人伝」:297年 以前)に はその記録は断片的

であるが、以下のように描かれている:

1)高 句麗は 「東夷旧語以為夫余別種、言語諸事多与夫余同、其性気衣服有異」(夫余族と

は別種だが、言語、諸事で夫余 と同じことが多い。性気や衣服には違いがある)と ある。

2)減(わ い)は 厂言語法俗、大抵与句麗同、衣服有異」(言語、法、風俗は高句麗 とほ

ぼ同じであり、衣服には違いがある)と ある。(「後漢書」高句麗条(445年 以前)に もほぼ

同様の記述が見られる。)

3)沃 沮(東 沃沮)(よ くそ)は 「其言語与句麗大同、時時小異」(言語は高句麗語とほぼ

同じであるが、時折小 さな違いがある)と ある。(「後漢書」にもほぼ同様の記述が見られる。)

これら3点 の記述か ら高句麗語、減語、沃沮(東 沃沮)語 は一つの語群をな していると考え

ていいだろう。

4)担 婁(ゆ うろ う)は 「在夫余東北千余里、浜大海、南与北沃沮接、未知其北所極、其

土地多山険、其人形似夫余、言語不与夫余句麗同」(担婁は付与の東北方千余里にあって大海

に沿ってお り、南方は北沃沮に接 しているが、その北方は果てを知らない。その土地は山が

多 く険 しい。人の様子は夫余 と同じだが、言語は夫余や高句麗 と同 じではない)と ある。

この記述から捐婁語は夫余系言語ではなく、他の系統の言語であると考えられるが、その参

考として三上次男(1977:238-243)は この言語を古アジア語の一っと見てお り、特にその

地理的位置からしてニヴフ(ギ リヤーク)語 ではないかとしている。この説を金芳漢(1983:97)

は支持 している。その説の可能性がないこともないが、方言的な差異 とも取れるので、この歴

史的内容の記述からではどちらとも判定 しがたい。

これらのことか ら高句麗語は夫余語と同系と見ることができ、また高句麗語は減 と沃沮 とは

親縁関係にあり、姉妹語である蓋然性が非常に高いことか ら、高句麗語、減語、沃沮語、夫余

語は一言語群をなしていた(夫 余系言語)と 見做すことが可能である。それに対 し、担婁語の

言語的位置は明確ではないが、上述の通 り、可能性として、(1)同 系であるが、遠隔的言語か、

または(2)同 系ではなく、他の語族に属する言語、のどちらかであり、共通の語彙は同源か

または借用の語 ということになる。
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「三国志」魏志東夷伝による韓半島南部の言語状況を見てみると:

1)弁 辰(か らせん)ま たは弁韓(後 の加耶)は 「弁辰与辰韓雑居、亦有城郭、衣服居処

与辰韓同、言語法俗相似」(弁辰は辰韓 と雑居 している。また城郭があり、衣服や住居が辰韓

と同じである。言語、風俗は似ている)と ある。

2)辰 韓(後 の新羅)は 「辰韓有馬韓之東、其耆老伝世 自言、古之亡人避秦役、来適韓国、

馬韓割其東界地与之、有城柵、其言語不与馬韓同、名国為邦、弓為弧、賊為寇、行酒為行觴、

相呼皆為徒」(辰韓は馬韓の東方にある。その国の老人達が言い伝えるには昔秦国から秦の賦

役を避 けて逃れた人人が韓国に来ると、馬韓ではその東方の国境地方の土地を分け与えたと

い う。ここには城があり、その言語は馬韓 と同じではない。国を邦といい、弓を弧といい、

泥棒を寇といい、杯を回す ことを行觴 といい、皆互いに徒 という。)と ある。

しかし、「後漢書」東夷伝(445年 以前)に も2)と ほぼ同様の記述が見 られるが、最後の

部分が異なり、「言語法俗有異」(言語 と風俗は異なる)と あり、「三国志」魏志東夷伝 とは矛盾

した記載が見られる。これは両書の前半部の記載内容が全く同じ(弁 辰 と辰韓は雑居 して、城

郭も服装も同 じ)で あ り、弁辰にかかる記載でも言語は辰韓 と似ていると記載されていること

から、自然に導かれる妥当な結論は言語 もほぼ同じであ り、後漢書の記述が誤 りではないかと

考える。

この上記の著者の理由説明とは別に金芳漢(1983:98-101)や 金思樺(1981:18-19)

ではこの記述は韓国に亡命 した秦人に関す る言語活動についてのものであって、土着辰韓人に

関するものではない と断言 している。事実その蓋然性は高いものの、それを裏付ける文献資料

に乏 しい。

3)百 済(前 身は馬韓)に ついては 「三国志」魏志東夷伝には記載がなく、「梁書」列伝

諸夷(629年)に 次のようにある:

厂今言語服章略与高麗同」(今言語、服装は大体高句麗と同じ)

この記述か らみると、百済語(前 身の馬韓)は 高句麗語 とほぼ同じとい うのであるから、夫

余系の言語であったことになる。 しか し、それ と同時に辰韓(後 身の新羅)と 弁辰(後 身の加

耶)は 上記のように馬韓(後 身の百済語)と ほぼ同じであった とい う記載から同系の言語 と考

えてよいことになる。方言的な違いはあったにせよ、全 く異なる言語とは看做 しにくい。

さらに 「周書」百済条(636年)に は以下のような記載がある:

「王姓夫余氏、号於羅瑕、民呼為間韃吉支、夏言並王也、妻号於陸、夏言妃也」(王 姓、

夫余氏を於羅暇(ヲ ラカ)と 称し人民は(こ れを)韃 吉支(コ ンキルチ)と 呼ぶ。夏(中 国)

のことばでは 『王』のことである。また妻を於陸(ヲ リユク)と いうが、夏の 「妃」である)
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この記述の解釈に関して主に二つに議論が分かれるが、河野六郎(1945:161-162,175)、

李基文(1975:46-47)は 百済国では支配者である王族は夫余系言語を用い、被支配者の民

は韓系言語を用いたとい う混在型に解釈 し、また李基文(1975:46-47)、 金完鎮(1967:

159)は 辰韓の一国斯羅が4世 紀ごろに勢力を得て新羅を建国したのであるから、新羅語と高

句麗語 とは別系の言語であると主張 したのに対 し、李崇寧(1967:345)、 金芳漢(1983:102

-106) 、清瀬(1991:340-341)は 同一言語の方言差であると主張 した。筆者は後者(最 後の

説:方 言差)を 採るが、それは後に見る言語面からの理由による。

上述の歴史的内容の記述のみから言語について分かることは、満州地域も含め韓半島の北部、

そ して南部の言語はそれぞれの違いは少なからず存在 したようであるが、その違いは全く系統

の異なる言語による違いとは言いがたく、その際、語の借用も考慮に入れて考えなければなら

ないであろうが、方言差によるものであろうと考えられる。即ち、北方の高句麗語、減語、沃

沮(東 沃沮)語(捐 婁語も含まれるかもしれない)は 夫余系言語とし、新羅語、百済語、加耶

語は韓系言語 として二つの異なる言語群を考える必要がなく方言群としたほうがより適切であ

ろうとい うことである。言語間の親近の差異は夫余系言語と韓系言語の間ではある程度大きい

としても、それが全く異なる言語ほど大きくなく、両極に位置する2方 言と見做す ことができ

るのではないか(こ こでは夫余系方言と韓系方言としてはどうか)と 思われる。

上述の歴史的内容の記述のみか ら言語に関 していえることと言語自体の記述か ら言語につ

いていえることが一致 しているかどうかも調べる必要がある。この点について次の節でみてい

く。

3.2既 知 語 彙

抽出できるだけの高句麗語(KG)語 彙をすべて取 り上げ、それ と比較対応すると思われる

古代 日本語、新羅語、百済語、中期朝鮮語、ツングース諸語、その他のアルタイ諸語、その他

の言語をこの順序で取 り上げる。なお、中期中国語はMCと し、高句麗語に関しては*はその

語の漢字音か らの読みを表 し、**は 復元形を表す。また本来であれば、復元形をもって比較す

るのが基本であるが、復元できるものはできるだけ復元形と比較し、ないものはできるだけ古

い形態素と比較することとする。

略語は以下 に示す:

夫 余 ・漢系方言:

高 句麗語:KG古 代 日本語:OJ

中期 朝鮮語:MK古 代 高句麗語:OKG

ツ ン グース諸語:TG

エ ヴェンキ語:Evkラ ムー ト語:Lam

オ ロチ語:Orc女 真 語:Jur

そ の他 のアル タイ諸語:AL

中期 モン ゴル語:MMo古 代 チ ュル ク語:OTk

新羅語:SI 百済語:PK

満州語:Maナ ナ イ語:Na

南 ツ ングース諸語:ST9

モ ン ゴル語:Moカ ル マ ック語:Kalm
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ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン 語:Azbチ ュ ワ シ ュ 語:Chuvカ ザ ク 語:Kzk

タ タ ー ノレ語:Tatト ル コ 語:Tkト ル ク メ ン 語:T㎞ ウ イ グ ル 語:Uigオ ル ドス 語:

Urdウ ズ ベ ク 語:Uzb

そ の 他:OL

古 ア ジ ア 諸 語:AA:ニ ヴ フ(ギ リ ヤ ー ク)語:Nvh

オ ー ス ト ロ ネ シ ア 諸 語:Ausオ ー ス ト ロネ シ ア 祖 語:Pau

イ ン ドネ シ ア 祖 語:Pindオ ア セ ア ニ ア 祖 語:Poc

中 期 中 国 語:MC古 代 中 国 語:OC

KGOJSI

(1)*biar(別)[cf.李72:22:*pjal]Fe1「 重 」 一一一一

`一fold ,layer(重)'<PJ*piCa

PKMKTG

一一一一PAI「 重 」 一一一一

KGOJSI

(2)*bor(伐)一 一一一 一一一一

～*puruk(伐 力)[清 瀬:9112]

～*ibor(伊 伐)

～*ipur(伊 火)

`green(緑)'

PKMKTG

一一一一puru一 「緑 」 一一一一

KGOJSI

(3)*busv(扶 蘇)一 ….一 一一一

～*busi(夫 斯)

`pine(松)'

PKMKTG

一一 一pus「 松 」 一一一

KGOJSI

(4)*cinia(次 若)tuno「 角 」 一一一

`head(ofabull)(頭)'<PJ*tunuCa

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一一一一*tunur角 」(pind)
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Beckwith(2002:5)で は 対 応 語 の 意 味 に だ い ぶ 開 き が あ る と して 、こ の 語 は 除 外 して い る 。

KGOJSI

(5)*cam(斬)一 一一一 一一一一

`
root(根)～

treeroot(木 根)'

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一…camy「 根 株 」(Nvh)

Beckwith(2002)で は こ の 語 は 取 り 上 げ られ て い な い が 、 単 な る 見 落 と し か ま た は 故 意 に

除 外 し た も の で あ ろ う。

KGOJSI

(6)*yap(盒)～*kap(岬)yama「 山 」 一一一一

～*ap(押)'west(西)'<PJ*jama

～*yaip(峡)

～*一ap(臘)TGAL

`highmountaindawakit/dawanr峠 」(Evk)dabaganr峠 」(Mo)

peak(嶽 ～ 岳)'dawa「 峠 」(Orc)daba一 「山 を 越 え る 」(Mo)

<OKG*yapuradabaganr峠 」(Ma)

(盒 馬;蓋 馬)dawa一 「山 を越 え る 」(Evk,Ork)

`highmountainsdaba 一 「山 を越 え る 」(Na
,Ma)

(大 山)'

PKMKTG

Beckwith(2002=11)で は 古 代 高 句 麗 語 と前 古 代 日本 語 が 同 系 で あ る と考 え て い る 証 拠 の 一

つ に こ の 語 を 挙 げ て い る 。

KGOJSI

(7)*gu(仇)kOl「 子 ど も 」 一一一一

`
child(童 ～ 童 子)'.<PJ*kuCa

PKMKTG

… 一 一一一一kuりa「 子 ど も 」(Evk)

KGOJSI
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(8)*i一(伊)i-r一 「入 る 」 一一一一

`toenter(入)'

PKMKTGAL

一一一一 一一一一i一 厂入 る 」(Tg)ire一 「来 る 」(Mo)

Beckwith(2002:13-14)で は こ の よ うな 単 音 節 か ら な る 語 の 比 較 は 時 折 全 く の 偶 然 の 一

致 で あ る こ と が あ り、 そ の 恐 れ は こ こ で は 除 外 す る こ と は で き な い と し て い る 。

KGOJSI

(9)*iboc一(伊 伐 支)一 一一一 一…

`
neighbors(鄰)'

PKMKTG

一一一一i'ucr隣 」 一一一一

KGOJSI

(10)*kan(根)[B.025]kauFer頭 」<*kami-Fe?一

`h
ead(首 ～ 頭)'kasira「 頭 」

kabu「 頭 」

kami「 頭 髪;頭 」

kaFo「 顔 」

PKMKTG

KGOJSI

(11)*kapi(甲 比)kaFi「 峡 」 一一一一

～*kap(甲)

`
cave,cavern,

hole(穴)'

～*ap(押)

`tube(管)'

<OKG*yap

PKMKTGAL

… 一 甲一一一 一一一一qapiy「 入 口、門」(OTk)

Beckwith(2002:13-14)で は この語 は他 の語族 で も同音異義語 が多 くあ り、言語普 遍性

の点 か ら見 ると、 ここに上げた ものだけを同源語 とす るのは問題 であ り、 日本語、古代チ ュル

ク語 との対応 も否定す るものではない としなが らも、同系を示す語 として使 うのは問題が ある
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としている。実際には この よ うな単語は よく見かけるが、それ だか らといって地理性 も考慮せ

ず 、また他 の同源語 と見 られる単語 との兼 ね合 いも考 えず に言語普遍性 を持 ち出すのは逆 に問

題 である。

KGOJSI

(12)*kar(加 尸)kar一 「刈 る」 一…

`to
plow(犂)'

PKMKTGAL

-kalair犂 」halhanr犂 先 」(Ma)ker一 「刈 る」(*PA)

kal「 刀 」gerbe一 「(枝を)折 る」kerci一 「切 る、溝 を掘 る」

kal一 厂耕す」(Evk,Ork,Na,)(Mo,Kalm)

gerci一 「細切れにする」(Urd)

karti一「溝 を掘 る」(Chuv)

Beckwith(2002:7-8)で は 古代中国語か らの借用 としている。 しか し、 日本語 、アル タイ

諸語 との比較 を考 える と果た して単純 に古代 中国語か らの借用 とはいい きれないのではないか。

MKkal一 「耕す」 は福羝 の鰍 授(personalcommunication:2002/11)に よ るが、 この

形態 はkalai「 犂 」、kal「 刀 」 とも直接 関係 してお り、日本語 、アル タイ諸語 との関係 も深い と

考 えられ る。 その関係 は農耕文化 との関連で あるが、狩猟や遊牧 を主 とす るアルタイ系民族の

諸言語 にも比較 可能 な語 が存在 してい ることは この語 自体が借用で ある可能性 もあ る。

KGOJSI

(13)*key(皆)<*kay一 一一一kan(翰 、干)「 王」

～*keyc(皆 次)

`ki
ng(王)'

PKMKTGAL

一一一一 一一一一xayanr王 」(Jur)qan
,qayan「 王 」(Mo)

qavan「 王 」(OTk)

KGOJSI

(14)*kamur(今 勿)kuro厂 黒 」kamur(今 勿)「 黒 」

`bl
ack(黒)'

PKMKTGOL

一一一一kam「 黒 」 一一一一galap「 日音闇」(Pind)

Beckwith(2002:2-4)で は この語 は意味が明示 されて いない として高句麗語語彙 か ら除外

してい る。即 ち、「今勿」は 厂萬弩」に対応す るが、この 「萬弩」の意味 が不明 であ り、また新

羅語 では同音語の 厂黒」 と 「金(即 ち、黄)」 に 「今」の音が対応す るので、この 厂黒」をその
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意 味 としたが、実 際にはそ のよ うな音 と意 味の対応 はない としてい る。 この解釈は多分正 しい

であろ うと思 われ る。

KGOJSI

(15)*kil～*kir～*kinki;ko2i一 「木」 一一一一

(斤～斤 乙)

～*・yey(盻)

`t
ree,wood(木)'

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一一一一*kahiu「 木 」(Pau)

この単語 は 日本語 とオー ス トロネ シア語族 の と同系性 を示す もの として考 え られてい るが、

この形態 素が驚 くことに上記 のご とく、高句麗語 に も見 られ るので あ り、 この関係は単に偶然

の一致 とい うことでは片付 け られ ない よ うに思われ る。実際 に高句麗語 の形態素は 日本語の独

立形態素 に対応 している点 も見逃す こ とがで きない。

KGOJSI

(16)*kir… 一 一一一一

～*kir(斤 尸)

`l
etter,writing,

streaks(文)'

PKMKTG

一一一一kil「 文 」hergen「 文 」(Ma)

Beckwith(2002:7-8)は こ の語 は高句麗語 では本来二音節で あ り、 「尸」は一rVの 音 節 を持

っていた と考 えてい るが、その理 由は納得 がい くものであるに しても、そのこ とか ら即 この対

応語 が系統的 に無関係 であ るとはいえない。

KGOJSI

(17)*kor(居 尸)ko2ko2ro2「 心 」 一一一一

`heart
,mind(心)'

PKMKTGAL

… 一 一一一一huhunr乳 、 乳房 」kokuzr乳 房 」(OTk)

(Ma)

ukun「 乳 」(Evk)

古 代 日本 語の形態素が子音k一 の重複形 か らなっているが、 その点で はアル タイ諸語 も同様
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で あ り、本来 この重複形 を持 ってい たよ うにも見 える。高句麗語は第一音節が脱落 した と考え

られ る形態 である。 その点 も考慮す る とこの比較は十分可能であ る。

KGOJSI

(18)*koγoi(古 衣)koFu厂 鵠 」 一一一一

`c
rane(鵠),

PKMKTGAL

一一一一kohai「 鵠 」 一一一一goyu「 白鳥」(MTk)

Beckwith(2002:12-13)で はOJkukupiを 挙 げてい るが、 これ は彼 自身 も注22で 述 べて

い るよ うに一般的 な単語 ではな く、一般的 には上記の単語を挙げ るべ きであろ う。彼 はこれ ら

の対応 語は多分正 しい とす るが、 この ほか にチ ュル ク系、印欧語、 中国語な どに も同様 な形態

がみ られ るので、 これ はオ ノマ トペで ある とし、 これ を系統関係 を示す語彙 として使 うこ とは

できない と反駁 している。

KGOJSI

(19)*kur?iy<… 一koarcer「 荒 」

**kuorγiy(骨 衣)

`
wilderness,wasteland,

toberough(荒)'

PKMKTG

一一一一kacul一 厂荒」 一一一

KGOJSI

(20)*㎞n[m](功 木)kumar熊 」 一一一一

～*kum(ok)

`bear(能)'

PKMKTG

一一一一koma(in`koma-nArA)kumarア ザ ラシ」(Evk)

komkumarア ザ ラシ」(Lam)

KGOJSI

(21)*kvsi(古 斯)kuciro2「 飾 り腕輪」 一一一一

～*kvsi(古 所)

`
roe-deer(樟)'[B:02]

`gem(玉)'

PKMKTGAL
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一一一一 ㎞sul「 宝 玉」gu「 玉 」(Ma)gas「 玉 」(Mo)

γun厂 玉 」(Jur)

Beckwithは 「獰」 とい う意味 をっ けてい るが、 これは誤 りであろ う。 特に これについての

説明がないので、 この意味が どこか ら出た ものかは判明 しない。

KGOJSI

(22)*xUrckutir口 」 一一一

～*kurc(忽 次)

～*kuar(串)

～*kvci(古 次)

`
mouth(口)'

PKMKTG

この 語 は従来 日本語 との比較で最 も重要な もの と して考 えられてきた。 この高句麗語 の語 と

ともにそ の異形態*kvCi(古 次)が 存在す ることで古代 日本語の形態素 との比較がよ り信 憑性

を増 した と考 え られ る。

KGOJSI

(23)*xuar(忽)1】{1「 城 」 一…

～*kuar(骨)

`
walledcity,

fort(城)'

PKMKTGAL

ki(己)厂 城 」kol「 谷 」golo「 街 」(Evk)qolγan「 城 」(OTk)

holo「 谷 」(Ma)

「谷 」 と 「城」 の関係 が不 明瞭 であ り、意味的関係が薄い と見 られ る。

KGOJSI

(24)*ma(馬)一 一一一 一一一一

`hard(notsoft)(堅)'

PKMKTG

一一一一 一一一mangga「 堅
,軸(Ma)

mangar難 」(Jur)
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mana「 堅,難 」(Evk)

mana「 堅,難 」(Lam)

こ の 語 はBeckwith(2002)で は 欠 落 し て お り、 こ れ に 対 応 す る 語 も 挙 げ て い な い 。

KGOJSI

(25)*ma(馬)ma「 馬 」 一一一一

`horse(馬)'

PKMKTGAL

一一一一mAl「 馬 」ma「 馬 」(Ma)morinr馬 」(Mo)

morir馬 」(Na)

従 来 こ の 語 は 中 期 中 国 語 か ら の 借 用 と考 え られ る が 、Beckwith(2002)で は こ れ も 対 応 す

る語 と し て 挙 げ て い る。

KGOJSI

(26)*meir(買 尸)mira「 韮 」 一一一一

`garlic(蒜)'

PKMKTGAL

一一一一manAl厂 蒜 」 一一一一manggir-sun「 蒜 」(Mo)?

Beckwith(2002:9)で は 日本 語 との 同 源 性 は あ っ て も 朝 鮮 語 、 モ ン ゴ ル 語 と の 同 源 関 係 は

な い と し て い る 。

KGOJSI

(27)*mere(滅 烏)ma「 馬 」 一一一一

`
colt(駒),

PKMKTGAL

一一一一mAjaci「 駒 」ma「 馬 」(Ma)morin厂 馬 」(Mo)

morir馬 」(Na)

KGOJSI

(28)*mey(買)mi「 水 」mur(忽)「 水 」

`
river(丿lD,(cf.nari(男 区禾IJ),nare(i那 ネL)「 川 」)(cf.na(男 区)「 丿ll」)

water(水)'(cf.nari(丿ll理)「 川 」(郷 歌))

<*mer

PKMKTGALOL
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一一一一mil「 水 」muke「 水 」moren「 江 」m'a「 川 の源」(Nivh)

(Ma)(WMo)

(cf.nai(奈 、 乃)「 川」)m�水 」m蒴ﾊ 水 」

(Jur)(TKc)

mu「 水 」(Evk)

KGOJSI

(29)*nabar(仍 伐)一 一一一 一…

`grain(穀)'

PKMKTG

一一一一napuregir穀 」(慶 尚道方言)… 一

この語 は従来取 り上 げ られて こなかった が、Beckwith(2002)で は 「仍 」の音読み をmin一

と してい るが、Baxter,Kargrenに よ る と、*n一 が 復元 され*min一 とい う形態は取 ってい ない。

KGOJSI

(30)*mir(密)rni一 「三」mir(推)「 三」

`t止l
ree(三),

PKMKTG

この 語の対応は非常 に重要である。 それ は従来言われて来た よ うに 日本語 とほぼ問題 な く対

応 し、さ らに新羅語で は*seih「 三 」が使 われ ていた とす るが、ここで挙げてい るよ うに新羅語

で も*mirが 使 用 され ていた証拠が挙がって いるか らであ り、その ことは新羅語の土着 の言語 は

高句麗語 と同系で あった可能性 が高いか らで ある。

KGOJSI

(31)*nami(内 米)nami「 波 」 一一一一

`pond
,lake(池 、 長池)'

PKMKTG

一一一一 一一一一namur海 」(Ma)

lamur海 」(Evk)

この語 はBeckwith(2002)で は 欠落 してお り、これ に対応す る語 も挙げていない。

KGOJSI

(32)*namur(乃 勿)namari「 鉛 」 一一一一

`l
ead(鉛)'

PKMKTG
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一一一一nap「 錫 」 一一一一

この語はBeckwith(2002)で は欠 落 してお り、これ に対応す る語 も挙 げてい ない。

KGOJSI

(33)*nanin(難 隠)nana「 七 」 一一一一

`se
ven(七)'

PKMKTG

一一一一 一一一一nadan「 七 」(Ma)

nadanr七 」(Evk)

nadan「 七」(Lam)

Beckwith(2002:13)は 高句麗語 のなかでツングー ス諸語 と同源語 として表れ る語 はこの語

nanin「 七 」 だけであ り、ユー ラシア全体 にまた が り見 られ る傾 向が ある(D.Sinor1973:

Beckwithと の 会話)の で、ツ ングース諸語 との対応 は同源性 を示す ものではない としてい る。

しか し、逆にBeckwithの 明 言 どお りであれば、ツングース諸語 と日本語 、そ して高句麗語 が酷

似 してい るとい うことを示す最 重要な語 とな り、大変重要 な意 味を持つ ものである と考 える。

KGOJSI

(34)*na(奴)nar地 」na(内)「 世界(世)」

`l
and,earth(壌)'

PKMKTG

一一一一na.rah「 地 」n竅u 地 」(STg)

n竅u 土 、地」(Jur)

Beckwith(2002:10-11)で はOJno1「 野 」 と比較 し、 これはMKnarah「 地 」 とは音声

的に比較 は不 可能 としているが、初 めか らOJnaと の比較 を していないので、見 当違い の対応

で ある。 さらに これ らはすべ て古代 中国語 か らの借用 としてい るが、その可能性 は無 きに しも

非ずで あるが、南ツングース諸語 の共通語彙 の一つ であるか ら、必ず しもその借用 と断言す る

ことはで きず 、逆に南ツングース諸語 の共通語彙 の一っ とい う可能性 が高いのではないか と考

えられ る。

KGOJSI

(35)*na(耐 ～ 那)na「 中」 一一一一

`i
n,inside(内)'

PKMKTG
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こ の 語 は こ れ ま で 対 応 語 と し て 考 え られ な か っ た が 、 古 代 日本 語 に は*na「 中 」(na「 中 」

一ka「 処 」)が あ り、 こ れ と 比 較 可 能 で あ り 、 同 源1生 は 高 い と 考 え る 。

KGOJSI

(36)*paPiy(巴 衣iFa厂 岩 」 一一一一

～ 波 衣)

～*paγey(波 兮)

`cliff(巌)
,

rock(岩),

precipice(蜆)'

PKMKTGOL

一一一一pahoi「 岩 」 一…pax「 石 」(Nvh)

*batu「 石
、岩 石 」(Pau)

Beckwith(2002:11-12)で は こ の 単 語 は 漢 系 言 語 か ら の 借 用 で あ る と し 、 そ れ に 対 応 す る

本 来 の 高 句 麗 語 の 単 語 はyap(盒)`highmountain〔 大 山 〕'で あ る と し て い る。

KGOJSI

(37)*paik(伯)[李:7226*pak一]… 一 一一一一

`toencounter
,meet

(遇 ～ 逢 ～ 迎)'

PKMKTGAL

一一一一 一一一一baha一 「得 る 、 見 つ け る 」(Ma)bak一 「見 る 」(Tk)

baha一 「見 つ け る 」(Evk)

bak一 「見 つ け る 」(Lam)

ba一 「見 つ け る 」(Na)

baxa一 「得 る 」(Jur)

Beckwith(2002:14)は 意 味 上 の 一 致 が な い の で 、 こ の 対 応 は 問 題 で あ る と し て い る。

KGOJSI

(38)*patan(波 旦)wata「i毎 」 一一一一

「ocean(海),

PKMKTG

一一一一patah「 海 」 一一一一
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こ の 語 は 同 源 性 と し て 非 常 に 可 能 性 が 高 い も の で あ る が 、Beckwith(2002)で は 欠 落 し て

お り、 こ れ に 対 応 す る 語 も 挙 げ て い な い 。。

KGOJSI

(39)*piriar[B:02]一 一一一 一一一一

～*birar(比 烈)[清 瀬 〔91]

～*biri(比 里)

`shallow(浅)'

PKMKTG

一一一一 一一一一birir浅 い 」(Na)

KGOJSI

(40)*puk(伏)Fuka一 「深 い 」 一…

`deep(深)'

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一一一一*buka「 開 い て い る こ と」(Pau)

こ の 語 も 大 変 同 源 語 と し て 可 能 性 が 高 い 語 で あ る 。

KGOJSI

(41)*saipuk(沙 伏)so2Fo「 赤 土 」 一…

～*saipikon(沙 非 斤)

`red(赤)'

PKMKTG

*sopi(所 比)「 赤 」 一一一一 一一一一

こ の 語 も 従 来 取 り上 げ られ て き た も の で あ る が 、形 態 と意 味 か ら考 え て 、十 分 比 較 可 能 で あ る。

KGOJSI

(42)*seneri(沙 熱 伊)[清 瀬:9112]一 一一一 一一一一

`breeze(清 風)'

PKMKTG

.一..soniL「 涼 」 一一一

こ の 語 はBeckwith(2002)で は 欠 落 し て お り、 こ れ に 対 応 す る語 も 挙 げ て い な い 。
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KGOJSI

(43)*sirap(尸 臘)siro;sira一 「白 」 一一一一

`white(白)'

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一一一一*silaRr光 」(Pau)

Beckwith(2002:7注12)で はMiller(1979:358)にsirap`white'をghost-wordと

し て 挙 げ て い る こ と を 非 難 し て い る が 、 こ の 語 は 実 在 した も の で あ り、Beckwithの 見 当 違 い

に よ る も の で あ る 。

KGOJSI

(44)*sork(息)[清 瀬:9111]一 一一一 一一一一

`soil(土)'

PKMKTGAL

一一一一hArkr土 」SllU「 砂 」(Na)sireyai「 土 」(Mo)

こ の 語 はBeckwith(2002)で は 欠 落 し て お り、 こ れ に 対 応 す る 語 も 挙 げ て い な い 。

KGOJSI

(45)*su(首)[清 瀬:9112*siu]usi「 牛 」 一一一一

*v(烏)[BeckwithO2:4 -5](<u-si)

`CO
W,cattle(牛)'

PKMKTG

一一一syo「 牛 」 一一一

Beckwith(2002:4-5)で は 「牛 」 と い う意 味 で はOJusiのuがKG*v「 牛 」 に 対 応 す る

の で あ り 、OJusiの 一si(属 格 ・修 飾 格 とす る)の 部 分 で は な い と す る 。 従 っ て 、KG*suは 高

句 麗 語 で は な く前 新 羅 語 か ら の 借 用 語 と す る 。

KGOJSI

(46)*su(首)sa一 「若 い 、 早 い 」 一一一一

`
new(新),

PKMKTG

ser新 」sair新 」 一一一一

Beckwith(2002:5注9)で はMKの 形 態 は 高 句 麗 語 の そ れ と音 声 的 に 対 応 し な い と し て 、

対 応 語 彙 か ら は ず して い る 。 しか しな が ら 、 百 済 語 の 形 態 を 見 れ ば わ か る よ う に 、 音 声 的 な 対
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応 は 十 分 考 え られ る の で あ る 。

KGOJSI

(47)*surnyi～*zwimyi一 一一一 一一一一

(述 个;述 弥)

～*suwney(首 泥)

`

peak,summit(峯)'

PKMKTG

____sunirk「 嶺 」 一一一一

KGOJSI

(48)*tar(達)take2「 岳 、 山 」 一一一一

～*tarir(達 乙)<PJ*talka-Ci(1)

`high(高)<PJ*tsaka -Ci(2)

～mountain(山),

PKMKTGALOL

一一一一 一一一一 一一一一daγ 「山 」(Azb ,Tk,T㎞)*sakay「 上 昇 」(Pau)

tawr山 」(Kaz,Tat)

tagh「 山 」(Uig)

to9'「 山 」(Uzb)

こ の 語 の 日本 語 に お け る 対 応 語 は 上 記 の 通 り だ が 、 そ の 祖 語 形 は 可 能 性 と し て 二 つ あ り、 一

つ は ア ル タ イ 系 に 帰 着 す る も の と も う一 つ は オ ー ス ト ロネ シ ア 系 に 帰 着 す る も の で あ る が 、 こ

の 語 の 語 末 子 音 か ら 考 え る と 、 オ ー ス ト ロネ シ ア 系 に 帰 着 す る 可 能 性 が 高 い の で は な い か と思

わ れ る。

KGOJSI

(49)*tawnpi(冬 非)一 一一一 一一一一

`round(円)'

PKMKTG

一一一一tung「 円 」 一一一一

(intung-kur一 「円 い 」)

こ の 語 は 比 較 的 に 対 応 語 と し て 信 憑 性 が 高 い と考 え られ る 。

KGOJSI

(50)*tok(徳)to2wo「 十 」 一一一一
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`ten(十),

PKMKTG

この数詞 も非常に重要であ り、特に 日本語 とのみ対応することが高句麗語 との近 さを窺わせ る。

KGOJSI

(51)*ihv(*tv)(吐)一 一一一tu「 堤 」

`embankment
,

dike(堤)'

PKMKTG

KGOJSI

(52)*tη ～*dzi(ir)mi-ti「 道 」 一一一一

～*tsi(ir)(助 乙)

`road(道)'

PKMKTG

この 高句麗語 の語 は 日本語のmitiのtiの 部 分に対応 し,OJmi一 は 「御 」であ り,接 頭辞 で

あるので,語 幹はtiで あ る.従 って この比 較は十分に成 り立つ ばか りでな く,そ の対応語 と し

て も蓋然性 は高い と考 える.

KGOJSI

(53)*usiyam(烏 斯 含)usagi「 兎 」 一一一一

`hare(兎)'

PKMKTGALOL

一一一一 一一一一 … 一tabisyan「 兎 」osk「 兎 」(Nvh)

(OTk?)oske「 兎 」(Ainu)

こ の語 は従 来取 り上 げ られて きた典型 的 な語 例で あるが,こ の対応 として上 げ られ てい る

OTkの 語 は幾分比較す る語 として問題 がない でもない.が,高 句麗語 は 日本語 とニ ヴフ語 に

非常 によ く対応 している.そ れ と共 にアイヌ語 にも対応 しているが,こ れ はたぶ んニ ヴフ語か

らの借用 と考 え られ る.そ の傍証 としては他 にもニ ヴフ語か らの借 用がアイヌ語 には多 く存在

す るか らである。
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KGOJSI

(54)*uc(于 次)itur五 」 … 一

く*uti`five(五)'

PKMKTG

この数詞 は対応語彙の中では非常に大切 であるが、詳 しくは数詞の節で説明 を行 う。 この数

詞 に対応す る中;期朝鮮語(cf.塚 本1993)や ツ ングース諸語 は これまで全 く発 見 され ていない。

KGOJSI

(55)*wi(位)一 一一一 一一一一

`similar(似)'

PKMKTG

一一一isis一 「似」 一一一

この語 はBeckwith(2002)で は取 り上 げてお らず、 これに対応す る語 も挙げていない。

KGOJSI

(56)*yac(也 次)[李:7221]一 一一一 一一一一

`
mother(母)'

PKMKTG

一一一一 一azir親 」 一一一一

この語はBeckwith(2002)で は欠落 してお り、 これ に対応す る語 も挙 げていない。

KGOJSI

(57)*yar(也 尸)tanuki「 狸 」 一…

`
wild(狂)

badger(狸)'

PKMKTG

Beckwith(2002:10)で これまでの解釈 として 「狸」が挙 げ られ ていたが、これ とは無関係

であ り、それ はも う一つ の意味 に 「野」の意味が あ り、 これが この 「狂」 と意味 を共に してお

り、類似 している漢字音 「狸」 はあや ま りで あると してい る。 これは一見正 しい解釈の よ うに

考 えられ るが、このほかにこの 「狸」が 当て られてい るものが あ り、必ず しも 「狂」 と意味 を

共 に してお り、類似 している漢字音 「狸」 はあや ま りで あると考 える必要が ないで あろ う。
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KGOJSI

(58)*yawin(要 隠)yanagi;yanoki「 柳 」(<oc*yang`willow'楊?)一 一一一

`
willow(楊)'(<ya-na-ki2;ya-no2-ki2)

PKMKTG

Beckwith(2002)の 発 表 ではこの語 に対応す る日本語 の語 を取 り上げていないが、そ の可

能 性と して上記ρ語 を挙 げてお く。

KGOJSI

(59)*v(烏)wino2sisi「 猪 」 一一一一

`
pig(猪)'(<wi-no2-sisi)

PKMKTG

この 高句麗語の語*v(烏)は 日本語 のwino2sisiのwiに 対 応す ると見る。

以下に複数の形 態か ら復元 した形態 を見 てみ る。

KGOJSI

(60)**na(*nay(奈))no2「 矢 の竹」 一一一一

`bamboo(竹),

PKMKTG

この 高句麗語 の語 は古代 中国語 の*nay(奈)と 対応す る と同時に古代 日本語のno2「 矢 の竹」

に も対応 す るので、 この語 な らび にほか の古代 中国語 との関連 を持つ語か ら高句麗語 と古代 中

国語 と何 らかの関係 をもった 中国南部 の地域 か ら北上 し朝鮮半 島の付 け根の部分に定着 した と

Beckwith(2002)は 主 張 している。

KGOJSI

(61)**tan(*tan(旦))tani「 谷 」 一一一一

～*twan(頓)

～*than(呑)

`
valley(谷)'

PKMKTG
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この語 も従来典型的な対応語例 としてあげ られ ているものであるが,そ の信憑性は高い と考

え る.さ らに高句麗語のCVCの タイ プの形式 が 日本語 においてはCVCVの 語 末 に母音 が残

存 している タイプに対応す るもっ ともよい語例 の一 つである.

KGOJSI

(62)*ur(于 尸)一 一一一 一…

`havingneighbors

(有鄰)'

PKMKTG

一一一一ulhr垣 」urir囲 み 、窪地、柵 」(Ma)

Beckwith(2002:9)で は意味 が対応 しない との理 由か らこの対応 を除外 している。 しか し

なが ら、このMKの 語 は人称代名詞のuri「 私 たち」との関係 もある と考 え られ 、さらにMKulh

「囲 い」 に対応す るもの として満州 語のuri「 囲 み、窪地、柵」 な どの意味 をもつ もの との関

連 もあると考 え られ る。

KGOJSI

(63)**wiriri「 泉 」gr(乙)「 井」(in*na-or(奈 乙))

(*uyir[未]乙wi「 井 」

～*uir[於 乙])<*wo-i/*wu-i

る コ
sp「lng,sou「ce

(原);well

(泉井)'

PKMKTGOL

一一一一 一一一一ulir川 、水」(Orch)erri;erir江 」(Nvh)

*way「 水 」(Pau)

この語 の対応 は 日本 語 とニ ヴフ語 にある一方,日 本語 のも うひ とつ の語 にも対応 し,そ れ は

オース トロネシア祖語 に対応す ると見 られ るので,こ こでは判断 が しがたいが,上 記 の高句麗

語の異形態 を考え ると,オ ース トロネ シア との比較 が より蓋然性 があるよ うに見 える.

KGOJSI

(64)**yana一 一一一 一一一一

(*yaya(耳 区耳K)

～*yana(夜 牙))

`l
ong(長)?;

shallow(浅)?'
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PKMKTG

一一一一yath一 厂浅 」[村 山:6327]一 一一一

こ の 語 の 意 味 が 「長 い 」 と 「浅 い 」 が あ り、 ど ち ら と も 決 定 し が た い が 、MKに 「浅 い 」 に

対 応 す る 語 が あ る こ とか ら、 そ の 可 能 性 を こ こ で は 探 っ た 。

文 法 形 態 素

KGOJSI

(1)(65)*na(乃)no2;na;ηa「 属 格 ・修 飾 辞 」 一一一一

「属 格 ・修 飾 辞 」

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一一一一*no
,*na,*ga「 属 格 ・修 飾 辞 」(Poc)

KGOJSI

(2)(66)*si(斯)～*S1(史)si「 属 格 ・修 飾 辞 」 一一一一

「属 格 ・修 飾 辞 」

PKMKTGOL

一一一一 一一一一 一一一一*si「 属 格 ・修 飾 辞 」(Pau)

KGOJSI

(3)(67)*u(於)一i一 一一一

「派 生 名 詞 形 成 辞?」 「派 生 名 詞 形 成 辞 」

PKMKTGOL

一一一一 一i一 一一一*一i(Pau)

「派 生 名 詞 形 成 辞 」 「派 生 名 詞 形 成 辞 」

===========対 応 語 が 不 明 の も の========

(1)*a(阿)(2)*acin(阿 珍)(3)*biar(別)

`tolookdown`poor
,exhaust(窮)'`level,flat(平)'

at、overlook(臨),

(3)*im(音)(4)*ir(乙)(5)*kaxwa(加 火)

`toinspect(監)'`beacon(烽)'`empty
,China(唐)

beacon-fire(烽 火)'

(6)*k壬1～*kin(斤)(7)*key(支)～*vey(兮)(8)*ku(去)

`spiritedhorse
,`military,martial(武)'`poplar,willow(楊)'

charger,bravery(驍i)'
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(9)*kuar(骨)(10)*ku(仇)(11)*kv(古)

`yellow(黄)'`pine(松)'`jade(玉)'

<OKG*kweru(桂 婁)

(12)*mawk(木)(13)*ma(馬)(14)*makin

`t
oevade,dodge,shun(閃)'`a㎜(臂)'一*酬(壬r(馬 斤)

`akindoftree

[lit.'bigwillow']

(大 楊)'

(15)*mawir(毛 乙)(16)*na(仍)(17)*nak壬n

`ring
,circle(圓)'`female,yin(陰)'～*nakir(仍 斤)

(or`iron'?)`scholartree,

Sophorajaponica

(槐)

(18)*mur(勿)(19)*na(奈)(20)*nayei(奈 兮 郡)

`bridge
,roof-beam(梁)'`big(大)'`white(白)'

(21)*vair(内 乙)(22)*puy(不)～*uy(尉)(23)*puy(非)

`sand(沙)' ～*mbuy(未)`Buddhistmonk(僧)'

`co
untry,nation(国)'<**pur??

～*puy(1非)

`commander
y(郡)'

(24)*sayn(生)(25)*sin(省)(26)*sinti(省 知)

`barrier
,railing(闌)`walledcity,fbrt(城)'`totransmit,narrate,

～guard
,keep(守)'MC*sin(城)か ら の 借 用fbllow(述)'

(27)*cupu～*cubu(主 夫)(28)*tawn(冬)(29)*tawn(冬)

`long(長)' ～*tayn`chestnut(栗)'

～*tain(丁)

`
mountainpass(峠)'

(30)*tawn(冬)(31)*tawn(冬)(32)*tawn(冬)

`drum(鼓)'`iron(鉄)'`take(取)'

(or`ring,circle'?)
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(33)*tawnpi(冬 比)(34)*tawr(刀[臘])(35)*ceyc～*dzeyc

`toopen(開)'`pheasant(雉)' ～*cic(濟 次;斎 次)

`hole
,cave(孑L)'

(36)*Cv(祖)(37)*u(於)(38)*u(於)

`owlet(樢)'`axe(斧)'`border(塞)'

(39)*ya(也)(40)*vWY(廻)(41)**ca～**can(車 ～ 上)

`nape(項)'`foot(足)'`chariot
,cart(車)'

中 国 語 か らの 借 用

(42)**wiy(*ywi)(唯)(43)*c(次)<*ti[B2002](44)*v(烏)[B2002]

～*γwiy(淮)「 派 生名 詞形成辞」 「指小辞」

～*v(烏)

`ford(津)'

以 上 の語彙(括 弧内は後漢書 の方 向語4語 を含 めた もの)を 統計的に見てい くと以下 のよ う

になる:各 言語 または諸語 の%は 全言語 の同源語数 に対す るその言語 の同源語数の割合

高句麗 語語彙 総数 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一:111語(ll5語)

他 言語 に同源語 が見 られ ない ものまたは不明 なもの 一一一:44語39.6%(38.3%)

他 言 語 に同源語 が見 られるもの 一一一一一一一一一一一一一一:67語60.4%(71語61.7%)

日本 語 に同源語 が見 られ るもの 一一一一一一一一一一一一一一=47語70.1%(66.2%)

中期 朝鮮語 に同源語が見 られ るもの 一一一一一一一一一一一:32語47.8%(45.1%)

ツ ン グー ス諸語 に同源語が見 られ るもの 一一一一一一一一一:21語31.3%(25語35.2%)

オ ー ス トロネ シア諸語 に同源語が見 られ るもの 一一一一一一:8語11.9%(11.3%)

日本 語 、中期朝鮮語 に共通 して 同源語 が見 られ るもの 一一一:18語26.9%(25.4%)

日本 語 、ツングー ス諸語 に共通 して同源 語が見 られるもの一:16語23.9%(22.5%)

日本 語 、オー ス トロネ シア諸語 に同源語 が見 られるもの一一:8語11.9%(11.3%)

新 羅 語 のみ に同源語が見 られ るもの一一一一一一一一一一一:8語11.9%(11.3%)

百済 語 のみ に同源語 が見 られ るもの 一一一一一一一一一一一:3語4.5%(4.2%)

以 上 の語彙の統計的な数値か ら言 えるこ とはまず 高句麗語 は 日本語 との語彙が格段 に多 く、

日本語 との親 縁性の近 さを示唆 しているよ うである こと、 これ は語彙 的に従来言われて きた こ

とではあ るが、 この よ うに統計的にそれ も語彙 をでき るだけ挙 げ裏付 けて きた ものは これまで

ない。 ついで 中期朝鮮 語 との近 さが窺 われ るが、 これ も従 来言 われ てはきたが、統計的 に示 し

た ものは全 くな く初めて ここでそれ を示す 。次にツ ングース諸語 との対応語だが、 これ も中期

朝鮮語 のそれ よ りかな り少な くなるが、それで もあ る程度 ある と見るこ とがで きる。ただ ツン
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グース諸語 との関係 は接触 による可能性 もあるが、その点に関 しては以下でみ る基礎語彙 か ら

考えてみた い。

また 日本語 、中期朝鮮語 に共通 して 同源語が見 られ るもの も統計的に見てみたが、そ の割合

はあま り多 くないこ とがわか る。 このことは古代 日本語 と中期 朝鮮語 とはあま り近 いわけでは

ない ことを示唆 してい る。また この統計的事実か らも従来言われてきた ように、高句麗語 は地

理的 に近い 中期朝鮮語 よ りもず っ と遠い古代 日本語 との関係 が語彙数 か ら見て も親縁性 が高 く、

これは歴史 的に前高句麗祖語が移動 を繰 り返 して きた ことに よるのではないか と考 える。 さら

に高句麗語 と古代 日本語 の四つ の数詞 の対応 はその関係 の近 さをま ざま ざと物語 っている とい

って よい。

古代 日本 語 とツングース諸語 に共通 した高句麗語 の対応語 は古代 日本語 と中期朝鮮語 に共

通 したそれ よ りも幾分少 ない が、それ でも共通語が見 出せ るとい うのは歴 史的に濃厚 な接触 ま

たは親縁 性があったか らだ と考 え られ る。そ の関係 については下の基礎 語彙 との関連 で見てい

く。

「後漢 書東夷伝」に現れ る高句麗 の五部族 の名前 に当た る語彙 につ ぎの よ うな ものがあ るこ

とが既 に知 られ ている(白 鳥1970:349-351;村 山1979:146-153)が 、その うちの4語(1)

～(4)が ツ ングース諸語の方向語に対応 している ことがわかっている。

(1)(68)*jiuenna(順 奴)「 東(一 左)」

(2)(69)*sien～kiuenna(消 奴)「 西(=右)」(「 消」 は 「i」 の誤 りと考 えられ る)

(3)(70)*kuanna(i灌 奴)「 南(=前)」

(4)(71)*juelna(糖 奴)「 北(=後)」

(5)*kueilu(桂 婁)「 内(=黄)」

まずKGnaはSTgn竅u 地 」に対応す るこ とは上記の三国史記の地名 か らもわか るが、それ

が さ らにこ こでは確認 され ている。

具体的 なツングース諸語 の対応 は以下の通 りである。

(68)*jiuen(順)「 東(一 左)」

EvkSolNegOrch

j甁r東 」j�dul竅u 東 に」jayinid稟d「 左 側 」j穗je「 左 」

javin(javin)「 左 」

UdhOlchOrkNa

jioη蔔o「 左」juor面i～ コevurOir左 」javvnjir左 」jaungia「 左 」

MaJurOJ

junr左 」jew駭(者 温)「 右」yo202「 横 」

yo2k一 「避 ける」

160



高句麗の地名から高句麗語と朝鮮語・日本語との史的関係をさぐる

北ツングース諸語 には 「東」 の意味が残 り、南 ツングー ス諸語 では 「左」が残 った と考 え ら

れ るが、本来 「南」 を 「正面=前 」 にす る と、 厂東 」は右側 とな り、 「東」=「 右」 となるこ と

になるが、何 かの理 由で 「左」 となった と考 えられ る。即 ち、「正面」が 「南」ではな く 「北」

に変わった と見るこ とができる。それ は北 ツングース諸語 では 「東」で あ り、 これが本来 の意

味であったか らである。 さらに女真語で は 「右」 となってお り、本来 の意味 を残 してい るか ら

である。

(69)*sien～kiuen(消)「 西(=右)」(「 消」は 「涓」の誤 り)

EvkSolNegOrch

(x)an一 「右」angida「 右 」annida「 右 側 」anj「 右 」

UdhOlchOrkNa

一一一一anji「 右 」ange「 右 側」anci;angia「 右 手」

MaJur

本 来 「東」=「 右 」であったか ら、ここでの 「西」=「 右 」も同様 に 「右」 ではなく、厂左 」

であったはずである。この意味 のずれ はツングース祖語 と何 らかの関係が あったはずであ るが、

その関係 は これだけか らではつかみに くい。

(70)*kuan(灌)「 南(=前)」

EvkSolNegOrch

amar「 尻 」amaila「 北 」amaski「 後 ろ」 一一一一

UdhOlchOrkNa

… 一xamasi「 後 ろへ」 一一一一xamasi「 後 ろへ」

MaJur

amasi「 後 方へ」amargai(勿 尸 可)厂 後 ろ」

この 「南」=「 前」の関係 が全 く逆 になってい る、即 ち、「南 」=「 後 ろ」になっている こと

か ら、 「東」 と 「西」、「右 」 と 「左 」が逆転 したので ある。 しか しなが ら、その形 態 自体を使 用

してい る ことか ら、 ツングース諸語 との関係はだいぶ近い とも考 えられ る。 しか し、方 向語 だ

けを借用す るこ とも可能 である。 この方向語は基礎語彙 には入 っていない ことか らもその借 用

の可能性 は高 い ともい える。従 って、借用 なのか 同系な のかはこれか らはわか らない。

(71)*juel(絶)「 北(=後)」

EvkSolNegOrch

jul竅u 前 」juld稘ur前 」 一一一一 一一一一

UdhOlchOrkNa
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julia「 前 」juli～julu「 前 の」 一一一一julila「 前 」

MaJur

julergir前 方 、南方」julesi(諸 勒 失)「 東」

juleri厂 前 」jule「 前 」

julesi「 前 へ 、南へ」

他 の方 向語 と同様 に、「北」=「 前」となってい るが、これ は本来 「南」で あったはずであ る。

これ ら四つ の方 向語 の関連 か ら、ある時期 にこの4っ の方 向語 をツングース祖語 と共有 してい

たものが、その後何 らかの理 由で 厂南」 と 「北」が入れ替 わ り、すべてが逆になった と考 えら

れ る。借用 も可能性 もあるが、四つすべて を共有 してい る ところか ら、また方向語の入れ替わ

りか ら、同系性 が強 いのではないか と思 う。

3.3音 韻 的 特 徴

これ までに音韻 的特徴:と して考 え られ るもの(cf.李1972:21-24)に 古 代 日本 語や ツングー

ス諸語 の対応語彙 との比較 か ら見出された もので ある。李(1972:21-24)で は語 例が非常 に少

な く、そ の信 憑性 が低 かったが、本稿で はそれ を克服すべ く、で きるだ け多 くの語例 を挙げ る

こ とに した。以 下に語例 をそれ ぞれ の特徴 の項 目ごとに示す。

(1)語 末 母音の欠如

KGMK

(2)*bor(伐)pure一 「緑」

～*puruk(伐 力)[清 瀬:9112]

～*ibor(伊 伐)

～*ipur(伊 火)

`green(緑)'

KGMK

(9)*iboc一(伊 伐 支)i'uc「 隣 」

`neighbors(鄰)'

KGOJ

(11)*kapi(甲 比)kaFi厂 峡 」

～*kap(甲)

`cave
,cavern,

hole(穴)'

～*ap(押)
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`t
ube(管)'

<OKG*vap

こ の 語 例 で は 語 末 の 母 音 を 持 つ 場 合 と 持 た な い 場 合 が 見 え る が 、 持 つ 場 合 は 南 部 方 言 、 持 た

な い 場 合 は 北 部 方 言 で あ る(李1972:21)と 見 ら れ て い る 。

KGOJMKTG

(20)*kun[m](功 木)㎞mar熊 」kuma(in`㎞ma.nArA)kumarア ザ ラ シ」(Evk)

～*kum(ok)komkuma「 アザ ラ シ」(Lam)

`bear(熊)'

KGMKTG

(23)*xuar(忽)kol「 谷 」golo「 街 」(Evk)

～*kuar(骨)holo「 谷 」(Ma)

`walledcity
,

fort(城)'

KGOJMK

(26)*meir(買 尸)mira「 韮 」manAl「 蒜 」

`garlic(蒜)'

KGOJMK

(32)*namur(乃 勿)namari「 鉛 」nap「 鉛 」

`lead(鉛)'

KGOJ

(40)*puk(伏)Fuka一 厂深 い 」

`deep(深)'

KGOJ

(48)*tar(達)1take2「 岳 、 山 」

～*tarir(達 乙)<PJ*talka-i

`high(高)

乙mountain(山)・
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KGOJ

(61)**ton(*tan(旦))tani「 谷 」

～*twen(頓)

～*thon(呑)

`valley(谷)'

KGMKTG

(62)*ur(于 尸)ulhr垣 」urir囲 み 、 窪 地 、 柵 」(Ma)

`havingneighbors

(有 鄰)'

KGOJSITGOL

(63)**wiriri「 泉 」or(乙)「 井 」uli「 川 、 水 」erri;eri「 江 」

(*uyir[未]乙wi「 井 」(in*na-or(奈 乙))(Orch)(Nvh)

～*uir[於 乙])

く 　
sprlng,sou「ce

(原);well

(泉 井)'

古 代 日本語、 中期朝鮮語、 ツングース諸語の対応 語例を比較す ると、古代 日本語 とツン グー

ス諸語では語末母音が消失せず に残存 してい るのに対 し、 中期朝鮮語、高句麗 語は語 末母音が

既に消失 してい る。 これ は高句麗語で は本来語末母音があった ものが、表記 に使 用 した中期 中

国語の構築形 では語末母音 はない ので、その後高句麗語では消失 した と考え られ る。 これは地

理的 に接触 している韓 系言語 であ る新 羅語 、中期朝鮮語 で も(李1959:133)同 様 の傾向 を示

してい る といえる。

(2)/一i/語 末 母音 直前 の/-t-/の 口蓋i化

KGMK

(9)*iboc一(伊 伐 支)i'uc「 隣…」

`neighbors(鄰)'

KGSITGAL

(13)*key(皆)<*kaykan(翰 、干)xaγanr王 」qan,qaγan「 王」(Mo)

～*keyc(皆 次)「 王」(Jur)qaγan「 王 」(OTk)

`king(王)'
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KGOJ

(22)*xuarckutir口 」

～*kurc(忽 次)<PJ*kurti

～*kuar(串)

～*kvc(古 次)

`mouth(口)'

KGOJ

(54)*uc(于 次)itur五 」

<*uti`five(五)'

KGMK

(56)*yac(也 次)[李:7221]一azi「 親 」

`mother(母)'

こ こ では/一c/(次)(支)で 表 され た漢字 音 は上記の 「語末子音 の消失」とい う規則的変化(古

代 日本語 に見 られ るよ うな語末母音 を保持 していた形態か ら中期朝鮮 語に見 られ るよ うな語末

母音 の消失 した形態への変化)が あった と考 え られ るため、母 音〃 の前 の/-t-/が 口蓋化 した場

合 でもこの規則 が適用 され 、語末 の母音/i/が脱 落 しその子音 が語末 に来 るよ うになった と推測

され るものである。 この よ うな変化 は 中期 朝鮮語 と新羅語 に も同様 に見 られ るこ ともそ の傍証

となる と考 える。李(1972:21)で は この語末子音 の消失 を朝鮮語 の最大 の音韻的特徴 の一つ

とみな され てい るとしてい る。 と同時に、 この変化 順序は 口蓋化 が語末母音消失 よ りも先 に起

こった こ とを示唆 してい る。

さらに この語 の表記 には次の二通 り*kurc(忽 次)*kvC(古 次)が あ り、 これは方言 的

な差異で あるとともに時代 的な差異 に も考 えられ る。 この形 態の違 いか ら前者が古形 を保 って

い ると考 え られ る。これはち ょ うどMapalga-n「 掌 」OJpagi厂 足、脚」(MKpalr足 、脚」)

に 対応 してお り、 この祖形 はPJ*pargiと 考 えられてい ることか らもその形態の古形の推定形

態 には/一r一一1が存在 していたもの と考 える。

(3)同 化 現象

KGOJTG

(33)*nan壬n儺 隠)nana「 七 」nadanr七 」(Ma)

`seven(七)'
nadanr七 」(Evk)

nadanr七 」(Lam)

同 化 現象 はこの一例 であ るが、 これ は古代 日本 語の形態 と同 じ変化過程 をた どったもの と

推 測 され る。(但 し、古代 日本語 では さらに語末 の子音 が脱落 した。)即 ち、語 中の/一d一/(ツ
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ン グ ー ス 諸 語 に 見 ら れ る)が 語 頭 と 語 末 の/n1の 影 響 を 直 接 的 に 受 け 、/-n-/に 同 化 し た も の と

見 られ る 。 こ の 推 測 は 従 来 最 も 一 般 的 に 受 け 入 れ られ て き た も の で あ る 。

(4)語 末 子 音 の 保 持

KGOJMK

(1)*biar(別)Fel「 重 」pl「 重 」

[cf.李72:22:*pjl]<PJ*piCa

`一fold
,layer(重)'

KGOJ

(15)*kil～*kir～*kinki;ko2i一 「木 」

(斤 ～ 斤 乙)

～*yey(盻)

`tree
,wood(木)'

KGOJSI

(30)*mir(密)Ini一 「三 」mir(推)「 三 」

`three(三)'

KGTG

(39)*piriar匸B:02]biri「 浅 い 」(Na)

～*birar(比 烈)[清 瀬91]

～*biri(比 里)

`
shallow(浅)'

KGOJPK

(41)*saipuk(沙 伏)so2Fo「 赤 土 」*sopi(所 比)「 赤 」

～*saipikon(沙 非 斤)

`red(赤)'

KGOJ

(43)*sirap(尸 臘)siro;sira一 「白 」

`
white(白)'

KGOJ

(50)*tok(徳)to2wo「 十 」

`ten(十)'
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KGOJALOL

(53)*usiγam(烏 斯 含)usagi「 兎 」tabisγan「 兎 」osk「 兎 」(Nvh)

`har
e(兎)'OTk?)osker兎 」(Ainu)

KGMK

(49)*tawnpi(冬 非)tung「 円 」

`round(円)'(i
ntung一 ん配厂一厂円い」)

上 記(54)ま で は古代 日本語の語例 と比較す る と、高句麗語 と中期朝鮮語(新 羅語(百 済語

も)に も語末子音 が保持 されていた と見 られ る)で は語末子音の保持 を示 している と見て よい

と思 う。それ に対 して最後の語例(50)で は語 末音節 の消失 と考 え られ るが、この よ うな対応

を示す他 の語例が見 当た らないので、対応例 としての信憑性を欠 くか も しれない。

3.4形 態 ・統 語 的 特 徴

これ までに音韻 的特徴 として考 え られ る もの(cf.李1972:29-30)は 古 代 日本語や ツングー

ス諸語の対応語彙 との比較か ら見出 され た もので ある。李(1972:29-30)で は語例 が非常 に少

な く、その信憑性が低かったが、本稿 ではそれ を克服すべ く、でき るだけ多 くの語例 を挙 げる

ことに した。以下に語例をそれ ぞれ の特徴 の項 目ごとに示す。

(1)語 順

語順 に関 しては これ までほ とん ど何 も言われてこなかったが、李(1972:30)で は以下の例

を示 してい る:

1)王 逢 県 一云 皆伯2)水 入 県 一云 買伊 県

上記1)で はkey(皆)「 王」は 目的語 を表 し、paik(伯)「 逢」 は動詞 をあ らわ してい る

もの と見 られ るが、も しこれが順 に主語 と述語(動 詞)を 示 してい るとした ら、あま り文 とし

ての意味 をな さない と思 われ るので、 目的語 と動詞 を表 してい るもの と考 えたほ うがよ り理 に

か な う。2)で はmey(買)「 水」 は主語 をi(伊)「 入」 は述語動詞 をあらわ している とみて

問題 ない と考 える。 このことか らこの動詞 は 自動詞で あろ うと判断で きる。

しか しなが ら、このよ うな例 はほとん どな くこの2例 か らだ けでその語順 を判 断す るのは難

しいが、 この例 が代表的 なものであれば、 高句麗語 は全般 的に 日本語 、朝鮮語 、アル タイ諸語

と同 じ語順 を していたとい えるか もしれな い。 この語順に関 しては地理 的な類型 を示す こ とも

多いので 、この語順 か らだ けでは同系関係 を裏付 けることはできないが、 これ まで に見た よ う

に、語彙 ・意味 の対応、数詞 の対応 、基礎 語彙 の対応な どを踏 ま えて考 えた場合 にはこの 同語

順 とい う類型論的 な観点 も逆に強化 でき るよ うに思われ る。
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(2)活 用変化

李(1972:29-30)で は活用にっいても幾分言及 しているが、結論 として決定的な証拠 とな

るようなものは見当たらない。

!)穴 城 一云 甲忽2)穴 口郡 一云 甲比古次

上記の*kap(甲)「 穴」と*kapi(甲 比)「穴」の2通 りの形態があるが、これを方言の違い、

あるいは時期的な違 いと考えられ るが、これを活用 とい う観点か ら考 えられ ないか と李

(1972:29-30)は 考えた。っま り*kapi(甲 比)の/-i/が 活用の一部とならないかと見た。実際

にはそれがその直後の名詞kuc(古 次)「口」を修飾していると見ることは意味上から非常にむ

ずかしいし、より整合的な意味から考えると、この名詞kapi(甲 比)と その直後の名詞kuc(古

次)は それぞれ独立 していているが、その二っが合体し一つの複合名詞(こ こでは一つの固有

名詞)と なっていると見たほうがよい。従って、形態 ・統語の変化を表すような痕跡をもつ語

例は存在 しないようである。

3.5高 句 麗 地 名 は 高 句麗 語 を表 して い るか

高句麗の旧領地である地名 ははたして高句麗語であるのかどうかについては議論を踏まえ

る必要がある。即ち、ここで言 う地名を示 した言語とはどのような地理的分布をなし、どの時

期の言語をさすかは議論の余地がある。

三国史記地理志の巻35,37に 表された地名は現代の京畿、江原、黄海の3道 とそれに接する

忠北、慶北、咸南の一部を含む地域であり、本来ここは夫余系諸語を用いた{、 または夫余系

の南下支流の百済が興ったところである。4世 紀から5世 紀初頭にかけて公開土王とその後継

の長寿王によって高句麗の版図に組み入れ られたので、この地域は少なくとも新羅統一ころま

で夫余系言語が行われていたと見られる。特に200年 もの問高句麗の版図にあったのであるか

ら、その影響は非常に大きかったと言える。 しかし、その時期の高句麗語版図内の言語状況は

明確ではないが、複数の方言が存在した可能性もある。特に地名などはこれまでの方言研究で

は非常に保守的な性格をもち、それ以前の言語の痕跡をとどめることは往々にしてあり、世界

中の言語に見 られる(例 えば、Schostakowitsch,W.B.(1926)の シベ リアの河川名に関す

る研究)が 、高句麗版図内における高句麗では言語統一がなされていたとしても、比較的後代

のことであるから、それ以前そこにすんでいた被支配民族の言語が残存 していた蓋然性は大き

いであろう。 しかし、この地域のほとん どでは夫余系言語が行われていたので、高句麗語以前

の言語が残存 したとしても、それは高句麗語 と非常に近い親縁関係をもつ姉妹語である可能性

が高い。従って、厳密には高句麗語 と呼ぶには問題があるかもしれないが、実際にはこの地名

が一つの夫余系言語を代表 していると考えて支障はない(李1972:12-14)。 これは高句麗語

を代表言語 として取 り上げる消極的な理由であるが、こ0ほ かに李(1972:14-18)は 積極的

な理由を5点 あげている。それを概観すると次のようである:
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1)「 勿(使 用漢字)」(城 【意味】)、「内、奴(使 用漢字)」(壌 【意味】)、「達(使 用漢字)」

(山 【意味】)、「巴衣、波兮(使 用漢字)」(睨 、巌 【意味】)な どで特徴付けられる、百済や

新羅には見られない、独特の地名を示 してお り、それが一つの言語を示唆 している。

2)こ れ らの地名が方言を示 している。例 として口を意味する今 日の江華島と坡州に当た

る地域では 「古次」または 「串」で表され[kuci]と 読まれたであろうと考えられるのに対 し、

今 日の始興 ・揚口などでは 「忽次」と表 されてお り[kurci]と読まれたと考えられ、後者が古

形であろうと見られる。

3)「 三国史記」巻37は 高句麗知名(故 高句麗南界)百 済地名と 「三国有名未詳地分」を

記載 した後、「鴨緑水以北未降十一城」 「鴨緑水以北新得城三」などを挙げ、鴨緑以北の地名

が高句麗地名 と同じ特徴を示 してお り、特徴的であるとし、具体的な語例を挙げている。

4)「 三国史記」の地名以外の史籍に現われる高句麗語資料には人名、官名、部族名な どの

少なからぬ固有名詞を見ることができる。 これ らは明らかに高句麗語を代表する確実な資料

と言える。その例 としていくつか具体例を挙げている。

5)「 三国史記」の高句麗地名が初期中期朝鮮語資料に現われるが、これは地名か ら構築さ

れる単語が一部統一新羅を経て高麗時代中期または朝鮮時代初期まで存続 していたとい う事

実から、この地名を表 した言語がこの地方の本来の言語であるとする可能性は少ないと考え

られ、従って、それは高句麗語である蓋然性が最 も大であると思われる。

これ らの積極的な理由は妥当であると考えるが、それをさらに強化する意味においても以下

のより多 くの語例に基づいた言語学的考察が不可欠である。

4.古 代 日本 語 と対 応 す る語 彙

4.1基 礎 語 彙(19語 が対 応;以 下 数 字 のみ を記 載 す る)

以下に基礎語彙(200語 リス ト)と して認められている、上記の古代 日本語と比較できる高

句麗語語彙を意味的領域から取 り上げる。

1)代 名詞(ゼ ロ語)

なし

2)数 に関するもの(2語)

KGOJ

(30)*mir(密)mi一 「三」

`tllree(三),

(54)*uc(于 次)itur五 」

<*uti`five(五)'

3)形 容詞(1語)
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(46)*su(首)sa一 厂若 い 、 早 い 」

`
new(新),

4)人 間 に 関 す る も の(1語)

(7)*gu(仇)kOI「 子 ど も 」

`child(童 ～ 童 子)'<PJ*kuCa

5)身 体 に 関 す る も の(2語)

(10)*kan(根)[B.025]kauFer頭 」<*kami-Fe?

`h
ead(首 ～ 頭)'kasirar頭 」

kabu厂 頭 」

kami「 頭 髪;頭 」

kaFo「 顔 」

(22)*xuarckutir口 」

～*kurc(忽 次)

～*kuar(串)

～*kvc(古 次)

`mouth(口)'

6)動 作 に 関 す る も の(ゼ ロ語)

な し

7)自 然 界 に 関 す る も の(7語)

(6)*yap(盒)～*kap(岬)yama「 山 」

～*ap(押)`west(西)'<PJ*jama

～*yaip(峡)

～*一ap(月 鬣)

`highmountain

peak(嶽 ～ 岳)'

<OKG*yapura

(盒 馬;蓋 馬)

`highmountains

(大 山)'

(28)*mey(買)mi「 水 」

`river(川)
,(cf.nari(男 区禾1」),nare(男 区ネL)「 川 」)

water(水)'

<*mer
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(31)*nami(内 米)nami「 波 」

`pond
,lake(池 、 長 池)'

(34)*na(奴)na「 地 」

`land
,earth(壌)'

(38)*patan(波 且)wata「 海 」

`ocean(海),

(48)*tar(達)take2「 岳 、 山 」

～*tarir(達 乙)

`high(高)

～mountain(山)'

(52)*tη ～*dzi(ir)mi-ti「 道 」

～*tsi(ir)(助 乙)

`road(道)'

8)生 物 お よ び そ の 関 係 す る も の(ゼ ロ 語)

な し

9)植 物 に 関 す る も の(1語)

(15)*kil～*k晝r～*kinki;ko2i一 「木 」

(斤 ～ 斤 乙)

～*yey(盻)

`tree
,wood(木)'

10)色 彩 に 関 す る も の(3語)

(14)*kamur(今 勿)kuro「 黒 」kamur(今 勿)「 黒 」

`blac:k(黒),

(41)*saipuk(沙 伏)so2Fo「 赤 土 」

～*saipikon(沙 非 斤)

`red(赤)'

(43)*sirap(尸 臘)siro;sira一 「白」

`white(白)'

11)そ の 他(2語)

(17)*kor(居 尸)ko2ko2ro2「 心 」

`heart
,mind(心)'

(35)*na(耐 ～ 那)na「 中 」

`in
,inside(内)'
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因みに基礎語彙(200語)に はい らない 日本語 との対応語(28語)の 番号は以下の通 りである:

(1)(4)(8)(11)(12)(18)(20)(21)(23)(25)(26)(27)(32)(33)(36)(40)(45)

(50)(53)(57)(58)(59)(60)(61)(63)(65)(66)(67)

以 上 の結果か ら基礎 語彙 と して考 えられ る ものが19語 あ り、その中で も数詞(2語)、 身体

に関す るもの(2語)、 自然界に関す るもの(7語)、 色彩 に関す るもの(3語)が その語 彙が

多 い項 目で あるが、特 に 自然界 に関す るものがず ば抜 けて多い。

4.2数 詞(4語)

KGOJ

(30)*rnir(密)mi一 「三」

`three(三)'

(33)*nanin(難 隠)nana「 七 」

`seven(七)'

(50)*tok(徳)to2wo「 十 」

`ten(十),

(54)*uc(于 次)itur五 」

<*uti`five(五)'

こ こ で大切 な ことは新羅語 において も百済語 にお いて も「3」を除いて 「5,7,10」の 三っ の数

詞 が 「三 国史記」には表れない し、他 の資料 にも全 くこの三つ の数詞 が見 られ ない(下 記参照)

こ とであ る。また この四つの数詞 は中期 朝鮮語 には全 く表れず 、他 の形態 をもつ数詞 が使 われ

ていた とい う事実で ある。従って、高句麗語 の この三つの数詞 は新羅語 にも百済語 にも共通 し

て使われていた とはいいがた く、多分他 の形 態を持 つ数詞 が使 用 され ていた、即 ち、異 なった

言語(極 端 に異なった方言 とも考 えられ る)が 行われていた と考えたほ うが理 にかなっている

よ うに も見 える。

これまで数詞 の比較 は上記の 四つに限 られていたが、塚本(1993:94-103)は このほかに

比較可能な数詞 はほか にあるだ ろ うとい う可能性を示 した。それ は数詞 「1」、「6」、「8」、「9」

で あると した。まず 「三国史記 地理誌 」巻34に 現 われ る、漢数字 「一 」に対応す る漢語(尚)、

(星)、(直)の 意 味か ら抽 出 され る語形/parai(尚),/pjar/(星),/para/(直)の 子 音(即 ち、

/p/と/r/)や 漢 数字ではないがその意 味をもつ漢語 「単」(即 ち 「1」 の意味で使われた と仮

定 して)に 対応す るmudon(武 冬)(巻34)の 語 形 の子音(即 ち、/m/と/d/)が 音 節 ごとに

pito2「1」 にほぼ一致す るた め(/p/-/p/;/r/一/t1;1m/一/p/;/d/-/t/)、 これ も対応す る数詞に含 めて

よいので はないか とした。 これ らの対応 にある程度の信憑性が あると考 えると、高句麗語の数

詞 「1」 も新羅語 と目本語 に共通 していた と考 え られ る。ただ この数詞が表れ るのは新羅(辰

韓)の 地域 に偏 っている。 また、高句麗 と百済の北部地域で は 「3」 にあた る漢字の 「三」 を

「彡」で表 してあ り、これ は漢字そ のものを利用 した音 と訓 の両方 を表 した もので ある。従 っ
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て、これ か らも高句麗、百済、新 羅に共通 した 「3」 に 当た る形態素が使 われていた と見 るこ

とができ る。従 って この地域(新 羅(辰 韓))で は 「1」 と 「3」 が高句麗語 、古代 日本 語 の

数詞 「1」 と 「3」 と同 じで ある と考 え られる。 しか しなが ら、その他 の数詞 に関 して は三 国

共通 して見 られ る数詞 はない と考 える。

yuk(育)「6」 は 「三国史 記」巻35に1例 あ るが 、 これ は百済 にのみ見 られ る。 塚本

(1993:105-106)で は この読み を訓で置 き換 え、その意味 を変換 し(「 よ く育つ」 〉 「熟す」)

な が ら、 さらにそれ を中期朝鮮語 の形 態(muru一 「熟す 、熟 してやわ らか くな る、 じゅく じゅ

くす る」)に 変換 し、それ をOJmu一 「6」 と比較 しているので、そ の信憑性 はあま り高 くない

よ うに思 われ る。

次 にnin(仁)「8」 は 「三 国史記 」巻34、37に そ れ ぞれ2例 ず つ見 られ るが、塚 本

(1993:103-105)は こ の漢字音 「仁」は訓読みすべきであ るとし、dir一 と読 ませ 、意 味は 「情

け深 い、善 良な、悲 しみ深 い」であ り、OJya<PJ*da一 となるこ とを念頭 に置き、これ が一dir一

の一di一に対応す るとし、中期朝鮮語 ではそのdir一 か らjadnrp「8」 が生 じた とした。 しか し

この古代 日本語 の 「8」 の形態 にせ よ中期朝鮮語 のそ の形態 にせ よ、そ の変化(音 節 の脱 落)

が著 しく、果 た してそ のよ うな規則的 な脱落 があったか どうか疑わ しい。従 って、 この説 明 も

非常 に恣意 的だ といわ ざるを得ず、その信憑性 も低い。

最:後にtor(突)「9」 は 「三国史記」巻36の 百 済に1例 のみ見 られ る。塚本(1993:106)

は こ の漢字音 「突」 は訓読みすべ きで ある とし、kur一 と読 ませ 、これ をOJko2ko2no2一 「9」

と比較 した。 これ はKG*kur「 心 」 をOJko2ko2ro2「 心 」 と比較 できることか ら考 えると、

この 「9」 の比較 も蓋然性が あると考 え られ る。 しか し、 この形態が高句麗 と新 羅の資料 には

表れ ないので、この形態 がこの後者2国 で も使 われていたか ど うか は不明で ある。 それ に対 し

て古代 日本語 の形態OJko2ko2no2一 「9」 と類似形 が百済 で見 られ ると考 えられ ることと高句

麗 の四つ の数詞 が対応 してい ることか ら考 え合 わせ ると、朝鮮半島の3国 では同 じような数詞

が使 われ ていた とも考 え られ る。

しか しなが ら上記 のよ うに 中期朝鮮 語 では全 く異な った形 態素 が使用 されていた こ とを想

起すべ きであるが、そ の時期的相違 の合理 的な説 明は異 なった言語 に取 って代わ られ た とい う

接触 による以外 にはない よ うに思 われ る。即 ち、新羅地域で話 されていた言語がその後 中期 朝

鮮語 の時期 には他 の有力 な方言 に取 って代 わ られ たとい う蓋然性で ある。

4.3日 本 語 と の 親 縁 関 係

上 に見 る数詞 を除いてこのよ うに比較可能 な語彙 が多 い項 目が存在 してい ることは高句 麗語

と古代 日本語 との親縁 関係 を強化 してい るのである。

また このよ うな非常に少ない全体語彙数 の 中で19語 も の多 くの単語 が基礎語彙 として存在

している ことは驚愕 に値す る。 これ は上記 のご とく借用 関係で あるとは考 えられず、同系関係

を強 く示 唆 している。

さ らに上記 にみた よ うに高句麗語 の数詞 が四つ(「1」 も含 め ると五つ)も 対応す る言 語は

日本語以 外には存在 していない点は非常に重要で あ り、このよ うな言語 は他 には世界 中の どの
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言語 にも存在 していない点は強調 しても強調 し足 りない。

5.中 期 朝 鮮 語 と 対 応 す る 語 彙

5.1基 礎 語 彙(10語)

1)代 名 詞(ゼ ロ語)

な し

2)数 に 関す る もの(ゼ ロ語)

な し

3)形 容 詞(3語)

(19)*kuor?iy<kacul一 「荒 」

**kuaryiy(骨 衣)

`wilderness
,wasteland,

toberough(荒)'

(42)*seneri(沙 熱 伊)[清 瀬:9112]sand一 「涼」

`breeze(清 風)'

(46)*su(首)sai「 新 」

`new(新),

4)人 間 に関す るもの(ゼ ロ語)

な し

5)身 体 に関す るもの(ゼ ロ語)

な し

6)動 作 に関す るもの(ゼ ロ語)

な し.

7)自 然 界に関す るもの(5語)

(28)*mey(買)mir「 江 」

`river(丿lD
,

water(水)'

<*mer

(34)*na(奴)na-rah「 地 」

`land
,earth(壌)'
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(36)*pa7iy(巴 衣pahoi「 岩 」

～波衣)

～*payey(波 兮)

`cliff(巌)
,

rock(岩),

precipice(蜆)'

(38)*patan(波 旦)patah「 海;」

`ocean(海),

(44)*sork(息)[清 瀬:9111]hArkr土 」

`soil(土),

8)生 物 お よびその関係す るもの(ゼ ロ語)

な し

9)植 物 に関す るもの(ゼ ロ語)

な し

10)色 彩 に関す るもの(2語)

(2)*bor(伐)puru一 「緑」

～*puruk(伐 力)[清 瀬:9112]

～*ibor(伊 伐)

～*ipur(伊 火)

`green(緑)'

(14)*kamur(今 勿)kam「 黒 」

`black(黒)'

11)そ の他(ゼ ロ語)

な し

5.2数 詞(ゼ ロ 語)

な し

因み に基礎語彙(200語)に はい らない中期朝鮮語 との対応語(22語)の 番号は以下の通 り

である(22語):

(1)(3)(9)(12)(16)(18)(20)(21)(23)(25)(26)(27)(29)(32)(45)(47)

(49)(55)(56)(62)(64)(67)
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5.3中 期 朝 鮮 語 との親 縁 関係

高句麗語と中期朝鮮語の間に共通 して見られる語彙は10語 であ り、以下に見るツングース

諸語 との間のそれとあま り変わらない。さらに共通する最 も多い項 目が 「自然に関するもの」

であ り、ツングース諸語と共通する語がほとんどであ り、さらに古代 日本語 と共通す語も多く

あることも特徴的である。その共通する項目とその共通する語の少なさから判断 してその関係

が接触によるものか同系によるものかは明言できないが、数詞の共通性(厂1」 「3」)か らみる

と接触によると見るより同系と見たほ うがよいと考える。 さらに古代 日本語 と中期朝鮮語 との

関係はその対応語やウイットマンの規則(板 橋:2002;Vbvin:2001)か ら判断 して、両言語

は同系関係であると考えられるからである。従って、中期朝鮮語は韓系方言 という名称を与え

られるかもしれないのに対して、高句麗語と日本語は夫余系方言 としても間違いではないよう

に思 う。技術的にはこの双系の言語群の関係は異なる 「言語」と考えたほうが妥当か異なった

「方言」と考えたほ うが妥当かは難 しいように思われる。 しかし、どちらにしても同系関係を

持った言語群、あるいは方言群だと考えてよいと思われる。

6.ツ ン グー ス諸 語 と対 応 す る語 彙

6.1基 礎 語 彙(8語)

1)代 名詞(ゼ ロ語)

なし

2)数 に関するもの(1語)

KGTG

(33)*nan垂n儺 隠)nadanr七 」(Ma)
`seven(七)'nadan「 七」(Ma)

nadan「 七」(Lam)

3)形 容詞(ゼ ロ語)

なし

4)人 間に関するもの(1語)

(7)*gu(仇)kuηa「 子 ども」(Evk)
`child(童 ～童子)'

5)身 体に関するもの(ゼ ロ語)

なし

6)動 作に関するもの(ゼ ロ語)

なし
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7)自 然 界 に 関 す る も の(5語)

(28)*mey(買)muke「 水 」(Ma)

`
river(川)'mti「 水 」(Jur)

water(水)'mu「 水 」(Evk)

<*mer

(31)*nami(内 米)namur海 」(Ma)

`pond
,lake(池 、 長 池)'Iamu「 海 」(Evk)

(34)*na(奴)na「 地 」(STg)

`land
,earth(壌)'na「 土 、 地 」(Jur)

(44)*sork(息)[清 瀬:9111]siru「 砂 」(Na)

`soil(土)'

(63)**wiruli「 川 、水 」(Orch)

(*uyir[未]乙

～*uir[於 乙])

ご ロ
spnng,sou「ce

(原);well

(泉井)'

8)生 物 お よびその関係 するもの(ゼ ロ語)

な し

9)植 物 に関す るもの(ゼ ロ語)

な し

10)色 彩 に関す るもの(ゼ ロ語)

な し

11)そ の他(1語)

(17)*kor(居 尸)huhunr乳 、乳房」(Ma)

`h
eart,mind(心)'ukun「 乳 」(Evk)

基 礎 語彙 として考 えられ るのは8語 のみだが、高句麗語 との対応語全体語彙数 が20語 な の

で、基礎語彙数 は決 して少 ない とはい えない。また ここで も対応す る基礎語彙のほ とん どが 「自

然 に関す るもの」 で5語 もある。 しか しなが ら、その対応 語 に上記 に見 るよ うに偏 りが多 く、

その点が親縁1生の有無 については気がか りな点で ある。 しか し逆に これは単にその他 の基礎語

彙がみつ か らなかったた めか、 あるいは実際 に対応す る基礎語彙がないか らなのかはわか らな

いが、「自然に関す るもの」で5語 あるこ とか ら推測す る と、その親縁性が なく、接触 によるも
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ので はないか とい う蓋然性 が大 きいか も しれ ない。

因み に基礎語彙(200語)に はい らないツングー ス諸語 との対応語(14語)の 番号は以下の

通 りで ある:

(6)(8)(12)(13)(16)(20)(21)(23)(24)(25)(27)(37)(39)(62)

6.2数 詞

KGTG

(33)*nan晝n(難 隠)nadan「 七 」(Ma)

'seven(七)'nadan「 七 」(Evk)

nadanr七 」(Lam)

D.Sinor(1973)はBeckwithと の会話 の中で 「このKog.nan壬n「 七 」の 同源語はユー ラ

シア全体 にまたが り見 られ る傾 向が ある」とい ってい るが、はた して本 当に他 の語族、例 えば、

ウラル語族 に も見 られ るものであろ うか?;そ うで はないで あろ う。大陸では ツングース諸語

のみ に見 られ るものである。Beckwith(2002:13)は 「高句麗語のなかで ツングース諸語 と同

源語 として表れ る語 はこの語nanin「 七 」だけであ り、他 にはな く、ユー ラシア全体 にまたが り

見 られ る傾 向がある(D.Sinor1973:Beckwithと の会話)の で、 ツングース諸語 との対応 は

無意味で ある」 としている。 しか し、逆 にBeckwithの 明 言 どお りであれば、ツングース諸語 と

日本語、そ して高句麗語 が酷似 してい る とい うこ とは大変重要な意味 を持つ もので ある と考 え

る。

6.3ツ ン グー ス 語族 との親 縁 関係

上記の基礎語彙 と数詞の対応語彙数か ら見ると、項 目上の偏在はあるにしてもその偏在が

「自然に関するもの」のみであり、それはとりもなお さず高句麗語がツングース語族 と近 くは

ないが、何 らかの関係があったことを示唆 しているように見える。数詞に関 してもnanin「 七」

は上で議論 したように、東北ユーラシアに共通 しているものではなく、従って、この数詞一つ

からもツングース語族 とのなんらかの関係を推すものであると考えられる。

事実上この基礎語彙と数詞の2項 目しかツングース語族と同系関係を推すものはないが、一

般に借用関係のみから 「自然に関するもの」だけ5語 が共通 して存在 しているとは考えにくい

ようにみえる。混成言語のマー語における他語族の言語か ら借用された基礎語彙には 「自然に

関するもの」が全 くないことから推測 して(こ れはどの程度まで一般化できるかは問題であろ

うが、傍証 してのみ有効であるが)、高句麗語 とツングース語族の間には遠隔の親縁関係があっ

たと推測できるかもしれない。それはそのほかの対応する基礎語彙がみられないからである(上

述のとお り偶然 ここでは基礎語彙に現れなかった可能性もないわけではない)。この点だけを焦

点にすると以下で見るBeckwithの 言 うように借用関係 ということになる。
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Beckwithは 高句麗語 とツングース語族 との関係は接触によるものであって同系関係ではな

い と明言 しているが、その可能性が大いにある。即ち、高句麗語はツングース語族 と接触はあ

ったものの、あま りその接触頻度 と程度が多くなかったことと本来の高句麗語の地理的 ・年代

的位置(中 国大陸中南部から北上し、朝鮮半島北部から中国東北地方の南よりに移動 ・定着)

がツングース語族とは近くなかった為、ツングース化することがすくなかったのだと考えられ

る。対応語彙があまりにも少ないので、双方の関係についての判定が非常に難 しいのであるが、

重要な基礎語彙の対応があま りにも少ない点から見ると借用関係であったとするほうがより妥

当なのではないかと考えられる。

しかし、地理的位置を考慮した うえで高句麗語では 日本語との対応語数が他のどの言語より

も多いことと数詞がこれまでよく一致した言語は他にはないのであるから、高句麗語 と日本語

の関係は同系と考えてもよいだろう。そうするとなぜ高句麗語にはツングース的要素が少ない

のに対し、 日本語にはツングース的要素が多い(板 橋2002)の かという疑問が生 じる。 日本

語の中に見えるツングース語族の対応語彙が多いということはこのツングースの要素が同源ま

たは借用とい うことになる。が、これは言語混成から考えるとどちらも本来の意味での同源1生

を持たないことになることがある。つまり、ある特定の状況下においてその言語の祖語は一つ

ではなく二つになり、基礎語彙は本来の基幹言語が主に有 し、後来言語の形態・統語が基幹言語

に流入 した場合、その文法は他の言語から継承 したものになるため、その文法借用は同源 と見

ることも可能になるからである。

即ち、日本語のツングース的要素はオース トロネシア系言語が全盛 していた 目本列島に主に

後来のツングース系言語に交代することで混成化 し、そのときに先来のオース トロネシア系言

語の形態・統語の部分のほとんどがツングース化すると同時に本来の基礎語彙の一部もツング

ース化 して日本祖語ができたとする。そのように考えたとき始めて、 日本語の中にツングース

系語彙が多く存在する原因が理解できる。

7.オ ー ス トロネ シ ア 諸語 と対応 す る語 彙

7.1基 礎 語 彙(8語)

以下に基礎語彙(200語 リス ト)と して認められている、上記のオース トロネシア諸語 と比

較できる高句麗語語彙を意味的領域から取 り上げる。

1)代 名詞(ゼ ロ語)

なし

2)数 に関するもの(ゼ ロ語)

なし

3)形 容詞(1語)

KGOL
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(40)*puk(伏)*buka「 開 い て い る こ と 」(Pau)

`deep(深)'

4)人 間 に 関 す る も の(ゼ ロ 語)

な し

5)身 体 に 関 す る も の(ゼ ロ 語)

な し

6)動 作 に 関 す る も の(ゼ ロ 語)

な し

7)自 然 界 に 関 す る も の(3語)

(36)*pa?iy(巴 衣*batu「 石 、 岩 石 」(Pau)

～ 波 衣)

～*paγey(波 兮)

`cliff(巌)
,

rock(岩),

precipice(蜆)'

(48)*tar(達)*tsakay厂 上 昇 」(Pau)

～*tarir(達 乙)

`high(高)

～mountain(山)'

(63)**wir*wayov「 水 」(Pau)

(*uyir[未]乙

～*uir[於 乙])

し コ

spnng,sou「ce

(原);well

(泉 井)'

8)生 物 お よ び そ の 関 係 す る も の(1語)

(4)*cinia(次 若)tunur角 」(Pind)

`head(ofabull)(頭)'

9)植 物 に 関 す る も の(1語)

(15)*k畫1～*kir～*kin*kahiu「 木 」(Pau)

(斤 ～ 斤 乙)
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～*'yey(盻)

`tree
,wood(木)'

10)色 彩 に関す るもの(2語)

(14)*kamur(今 勿)*lap「 暗 闇」(Pind)

`black(黒)'

(43)*sirap(尸 臘)*siraR「 光 」(Pau)

`white(白)'

11)そ の他(ゼ ロ語)

な し

因みに基礎語彙(200語)に はい らないオース トロネシア語族 との対応 語(3語:す べて接

辞)は 以 下の通 りで ある。

(65)(66)(67)

以 上 の結果 か ら基礎語彙 として考 え られ るものが8語 あ り、その 中で も自然界に関す る もの

(3語)、 植 物に関するもの(1語)、 色彩 に関す るもの(2語)が 多い項 目であるが、特 に 自

然界 に関す るもののなかで も 「水」 「岩」、植物に関す るもの 「木」な どの項 目において対応 し

てい るが 、基礎語彙 とはい え借用 され ることもあ るので、 これか らだけでは判 定 しがたい。

7.2数 詞(ゼ ロ語)

数 詞 においてはオース トロネ シア語族 と対応す るもの は見 出 され ないが、高句麗語 では 日本

語 との比較 において厂3」「5」「7」「10」が 対応 しているのを上記の よ うに見たが、オース トロネ シ

ア語族 と 日本語 との間では 「1」「2」が対応 し、 「4」「7」「8」「9」はアル タイ諸語 と日本語 の問で

共通す る数詞([5]が ひ ょっ とした ら同源 で ある可能性 があ る)で ある。残 りの 「6」は起源 が不

明で ある。基礎語彙の数詞(「1」 ～ 「5」)で あろ うが あるまいが無関係 に高句麗語 とオース トロ

ネ シア語族 と対応す るもの は見出 されない ので ある。 この ことだ けか らは両言語 も親縁性 が非

常 に少 ない とい うこ とを暗示 してい るよ うに見 える。

7.3オ ー ス トロ ネ シ ア 語 族 と の 親 縁 関 係

上 に見 る数詞 を除いて このよ うに比較可能 な語彙があ る程度存在 してい ることは高句麗語 と

オース トロネ シア語族 とは借用関係 にあるこ とを示唆 してい るよ うで ある。

また このよ うな非常に少 ない全体語彙数 の中で19語 も の多 くの単語が基礎語彙 として存在

してい る ことは驚愕 に値す ると思われ る一方、基礎語彙100項 目を考えた場合 でも19項 目の
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一致では少なく、借用関係 といえるかもしれない。 もし借用であるとしても古アジア語の古い

時期に借用されたものであると思われる。 これは上記のごとく借用関係を暗示 しているが、可

能性として同系関係もあるかもしれないことも示唆している。

8.結 論

これまでの結果か ら推測される高句麗語、 日本語、朝鮮語の成立のシナ リオを考えると次の

ようになる。

まず中国大陸中南部付近に存在したであろ う古アジア系言語が、途中で接触度合いは異なる

ものの、殷語やチュルク系言語やオース トロネシア系言語 と接触 しながら北上 し中国東北地方

南部と朝鮮半島北部に移住 ・定着 した。この時点で既に高句麗語に分岐 しておりその他の夫余

方言が周辺に存在 していた。高句麗語はツングース諸語との接触により借用関係のみに終始 し

たと考え られる。これは古アジア系言語を基盤 とした夫余祖語の段階でも高句麗語の段階でも

その南方の韓系方言の勢力 と北方周辺の他の夫余方言の勢力がたぶんに働き、ツングース諸語

の基礎語彙や文法項 目の影響を多大に受けずに7世 紀後半まで高句麗語の独立性を保持するこ

とができた。

これに対 し、前 日本祖語の初期には、九州や本州には朝鮮半島経由や中国大陸からの古アジ

ア系言語が先来 し、その後南方か らのオース トロネシア系言語が後来 し、地域により言語が混

在 していた と思われる。その後古アジア系言語は前 日本祖語の基層 とな り、その基層をもつオ

ース トロネシア系言語が前 日本祖語 として成立していったと考えられ る。そして前 日本祖語の

中期、後期には、島とい う地理的制約によって言語が互いに借用関係の状態にあった言語群の

中に幾度かの大きな北部からのツングース系言語や韓系言語が局部的 ・集中的に多量流入 した

と推測される。つま り、古アジア系言語を基層にもつオース トロネシア系の前 日本祖語に対し

て日本列島到着以前 と以後の両時期に渡って、単なる文化語彙の借用のみならず、形態・統語に

おいてもツングース諸語が多大な影響を与え、前 日本祖語(非 混成語)を 混成言語の初期段階

である日本祖語(混 成語)に 導いた。

朝鮮語は古アジア系言語が朝鮮半島南部にさらに移動 したものが、土着の言語と接触 して独

自の発展を遂げたものであるが、夫余系言語 との言語差はそれほど大きくなかったと考えられ

る。このい くつかの韓系方言が統廃合を繰 り返 し統一新羅語にな り、さらにそれが中期朝鮮語

に発展 していった。

この史的言語変遷過程がツングース諸語に対 して高句麗語と古代 日本語の語彙項目と対応語

彙数の違いであろうと考えられる。この違いの要因 となったのは多分言語の集合密度とその集

団の大きさ、そして言語の文化背景や支配力による勢力であろうと見 られる。それが高句麗語

の中に見 られる色々な言語 との対応語が多 く見 られる所以であろう。

最後に本稿は史学的資料 と比較言語学の理論を応用 して高句麗語の起源とその姉妹語を明 ら

かにしようとした意欲的試論であり、可能性の高い仮説 として提出したものである。
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AStudyoftheHistoricalRelationshipoftheKoguryoLanguage,

theOldJapaneseLanguage,andtheMiddleKoreanLanguage

ontheBasisofFragmentaryGlossesPreservedasPlaceNames

intheSamgukSagi

ITABASHIYoshizo

UniversityofKyushu
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MiddleKorean,OldJapanese,LanguageContact,MixedLanguages

ThispaperisanattempttofindoutthehistoricalrelationshipsoftheKoguryo

LanguagetotheOldJapaneseandtheMiddleKoreanLanguagefroma

fragmentaryvocabularyobtainedthroughthemethodsofphoneticreconstruction

fromChinesecharactersusedphoneticallyandsemanticallytotranscribethe

placenamesappearingintheSamguksagi.ItisfoundthatKoguryomaybe

closesttoJapaneseandsecondclosesttoMiddleKoreanfromthenumberofthe

cognates,especiallyinthecategoriesofnumeralsandbasicvocabulary.Koguryo

alsoappearstohavesomeresidualcognateswithAustronesianandOldAsian

languagesassubstrata.ThisfactstronglyimpliesthatKoguryowouldbe

geneticallyrelatednotonlytoJapanesebutKorean.
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